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 平成 17 年６月末現在の ●人口 13,891 人 （前月比 ＋ 004 人） 男  6,961 人 （＋ 03 人） 
●世帯数 3,844 世帯  前月比（＋ 06 世帯）

 人口の動き  （前年比 ＋ 033 人） 女  6,930 人 （＋ 01 人）

初のダブル優勝初のダブル優勝初のダブル優勝初のダブル優勝
やったやったやったやった！！！！

▲二本松チームの皆さんと、町長、消防団幹部

▲二本松チームのポンプ操法競技

▲真野チームの皆さんと、町長、消防団幹部

▲真野チームのポンプ操法競技

　７月３日（日）地区支会ポンプ操法競技大会（新発田市・

阿賀野市・聖籠町・中条町・黒川村）が阿賀野市で開催さ

れました。聖籠町からは第一分団第２班（真野集落）が自

動車ポンプの部に、第二分団第５班（二本松集落）が小型

ポンプの部に出場しました。

　両チームとも優勝を目指して連日連夜練習に励んでき

ました。

　その結果、両チームが揃って優勝することができまし

た。町出場の２チームが揃って優勝するのは初の快挙で

す。

　県大会は、7月31日（日）上越市の春日中学校グラウンド

で行われます。ガンバレ真野チーム、二本松チーム！
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地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、
国
・

県
に
依
存
し
た
施
策
か
ら
地
方
が
地

域
の
特
性
を
生
か
し
自
己
決
定
、
自

己
責
任
の
も
と
に
施
策
を
実
施
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
が
所
有
し
て
い
る

行
政
情
報
を
積
極
的
に
公
開
し
、
町

民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分

担
し
な
が
ら
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ

る
町
税
の
落
ち
込
み
や
国
の
三
位
一

体
改
革
に
よ
り
、
一
層
厳
し
い
財
政

運
営
を
強
い
ら
れ
る
も
の
と
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ
た
経
費
で

最
大
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
、
簡
素

で
効
率
的
な
行
政
運
営
を
推
進
し
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
全
て
の
事
務
事
業
を

総
点
検
し
、
目
的
を
達
成
し
た
も
の

の
廃
止
・
縮
減
や
「
民
間
で
で
き
る

こ
と
は
民
間
に
委
ね
る
」
と
い
う
基

本
的
な
考
え
方
の
も
と
民
間
委
託
を

推
進
し
、
徹
底
し
た
簡
素
・
効
率
化

を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
評
価
シ
ス

テ
ム
の
活
用
に
よ
る
成
果
重
視
の
行

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
の
課

題
を
的
確
に
把
握
し
、
町
民
の
視
点

に
立
っ
た
行
政
運
営
を
推
進
し
、
町

民
の
満
足
度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
方
分
権

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
簡
素
で
効
率
的

な
行
政
組
織
の
改
革
に
努
め
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な
事
務
事
業
を

行
う
た
め
、
一
層
の
整
理
合
理
化
を
図
り
、
効
率
的
な
行
政
運
営

を
推
進
し
ま
す
。

～町民一人ひとりの幸せを目指して～

【
主
な
取
り
組
み
】

①
事
務
事
業
の
見
直
し

・
行
政
評
価
制
度
の
導
入

・
業
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

・ 

町
税
等
口
座
振
替
率
を
60
％
以

上
に
ア
ッ
プ

・
各
種
申
請
書
の
押
印
見
直
し

・ 

公
共
工
事
の
入
札
・
契
約
制
度

の
見
直
し

・ 

環
境
に
配
慮
し
た
多
様
な
取
組

み
の
推
進

・
地
球
温
暖
化
対
策
の
促
進

・ 

公
有
車
更
新
時
の
軽
自
動
車
、

低
公
害
車
へ
の
入
替

・ 

外
部
委
託
基
本
方
針
の
策
定
と

民
間
委
託
の
推
進

②
民
間
委
託
等
の
推
進

③
電
子
自
治
体
の
推
進

・
情
報
通
信
の
格
差
解
消

・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
検
討

・
例
規
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

・ 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー

の
充
実
と
強
化

④
定
員
管
理
の
適
正
化

・
職
員
定
数
の
10
人
以
上
削
減

⑤
給
与
の
適
正
化

・
人
事
院
勧
告
の
準
拠

・
特
殊
勤
務
手
当
等
の
見
直
し

⑥
組
織
・
機
構
の
見
直
し

・
大
課
制
へ
の
組
織
編
成
を
検
討

・
課
長
補
佐
制
の
見
直
し
を
検
討

・ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
等
、
庁

内
横
断
的
な
組
織
の
有
効
活
用

・
行
政
改
革
推
進
係
の
設
置

・ 

助
役
に
よ
る
収
入
役
兼
務
制
の

検
討

　

 

従
来
の
あ
り
方
に
捉
わ
れ
な
い
組
織
・

機
構
の
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

⑦
町
内
循
環
バ
ス
の
適
正
運
行

改
革
の
基
本
姿
勢

改
革
の
基
本
姿
勢

改
革
の
基
本
姿
勢

改
革
の
基
本
姿
勢

▲より一層の活躍が期待されます。

聖籠町新行政改革

　　　　　　大綱を策定

　

町
で
は
、
地
方
分
権
の
進
展
、
少
子
・

高
齢
化
や
情
報
化
の
一
層
の
進
展
、
財
政

環
境
の
悪
化
な
ど
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

に
即
し
、
第
３
次
行
政
改
革
推
進
委
員
会

の
提
言
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
平
成
８
年

２
月
に
策
定
し
た
行
政
改
革
大
綱
を
見
直

し
、
平
成
17
年
度
か
ら
5
ヵ
年
を
計
画
期

間
と
し
た
新
た
な
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
新
行
政
改
革
大
綱
に
よ
り
第
３
次

聖
籠
町
総
合
計
画
を
着
実
に
推
進
し
、「
町

民
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
」
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

　

以
下
に
、
大
綱
と
実
施
計
画
の
概
要
を

掲
載
し
ま
す
。

改
革
の
基
本
姿
勢

改
革
の
基
本
姿
勢

改
革
の
基
本
姿
勢

改
革
の
基
本
姿
勢

平
成
17
年
度
か
ら
５
年
間

改
革
の
推
進
期
間

改
革
の
推
進
期
間

改
革
の
推
進
事
項

改
革
の
推
進
事
項

　

町
が
行
う
事
務
事
業
に
つ
い
て
、

行
政
評
価
制
度
を
成
果
重
視
の
永
続

的
な
行
政
改
革
の
手
法
と
し
て
位
置

づ
け
、
導
入
し
ま
す
。

　

 

公
有
車
も
更
新
時
に
は
低
公
害
車
に

切
り
替
え
ま
す
。

　

よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
事
務

事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
行
政
責
任

を
十
分
考
慮
し
、
民
間
で
で
き
る
こ

と
は
積
極
的
に
民
間
委
託
等
を
実
施

し
ま
す
。

　

電
子
自
治
体
構
築
の
推
進
に
よ

り
、
庁
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
整
備
を
行
い
、
事
務
の
簡
略

化
・
効
率
化
し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
個
人
情

報
保
護
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
も

十
分
留
意
し
な
が
ら
、
町
民
か
ら
信

頼
さ
れ
安
心
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
ま
す
。

　

多
様
化
・
増
大
す
る
行
政
需
要
や

社
会
情
勢
等
を
踏
ま
え
、
弾
力
的
か

つ
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の

徹
底
に
よ
り
極
力
定
員
の
削
減
を
行

う
と
と
も
に
増
員
を
抑
制
し
、
定
員

管
理
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

 　

 

町
民
が
よ
り
手
軽
に
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
電
子
自
治
体
を

推
進
し
ま
す
。

　

国
や
他
の
自
治
体
、
民
間
企
業
等

を
考
慮
し
、
ま
た
そ
の
業
務
の
性
格

や
内
容
を
踏
ま
え
、
給
与
の
制
度
・

運
用
・
水
準
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

　

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド

を
徹
底
し
、
既
存
の
組
織
・
機
構
も

従
来
の
あ
り
方
に
捉
わ
れ
ず
、
事
務

事
業
を
円
滑
に
遂
行
で
き
る
簡
素
で

効
率
的
な
組
織
・
機
構
の
見
直
し
を

図
り
ま
す
。

　

町
内
の
公
共
交
通
機
関
と
し
て
運

行
開
始
し
た
町
循
環
バ
ス
に
つ
い

て
、
町
民
の
利
便
性
を
考
慮
し
な
が

ら
、
効
率
的
な
運
行
に
努
め
ま
す
。

・
町
内
循
環
バ
ス
の
利
便
性
の
向
上

Ⅰ  

効
率
的
な
行
政
運
営
の
推
進
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施
設
の
統
合
・
廃
止
も
含
め
た
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
総
合

的
に
検
証
し
、
指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
す
る
な
ど
民
間
事
業
者

等
へ
の
委
託
を
推
進
し
、
効
率
的
・
効
果
的
な
管
理
運
営
に
努
め

ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

①
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用

※
指
定
管
理
者
制
度

　

地
方
自
治
体
の
指
定
を
受
け
た
者

が
公
の
施
設
の
管
理
を
代
行
す
る
制

度
の
こ
と
。
指
定
管
理
者
の
範
囲
は

特
に
制
約
が
な
く
、
民
間
事
業
者
等

も
管
理
者
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
管
理
委
託
制

度
は
、
地
方
公
共
団
体
の
出
資
法
人

そ
の
他
の
公
共
的
な
団
体
の
み
が
管

理
受
託
者
と
し
て
公
共
施
設
の
管
理

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

東
山
住
宅
団
地
は
、
現
在
指
定
管
理
者

制
度
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

・ 

施
設
設
置
の
際
の
費
用
対
効
果

の
分
析
、
行
政
効
果
の
明
確
化

・ 

町
有
財
産
の
利
用
状
況
の
再
検

討
②
公
共
施
設
の
有
効
活
用

【
主
な
取
り
組
み
】

① 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
等
の
支
援

・ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

等
の
支
援

積
極
的
な
登
用

・ 「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
に
よ
る

対
話
行
政
の
推
進

・ 

集
落
の
防
災
訓
練
等
の
実
施
に

よ
る
地
域
で
の
防
災
意
識
の
高

揚
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成

・ 

町
政
ポ
ス
ト
、
電
子
メ
ー
ル
の
活
用

に
よ
る
町
民
か
ら
の
意
見
募
集

・ 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
に
よ
る
世

代
を
超
え
た
交
流
の
充
実

②
町
民
参
画
に
よ
る
町
政
の
推
進

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
一
般
研
修

は
も
と
よ
り
専
門
研
修
な
ど
研
修
機

会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

①
職
員
研
修
の
充
実

・
人
材
育
成
計
画
の
策
定

・
各
種
専
門
研
修
の
充
実

・
新
採
用
職
員
研
修
の
充
実

・ 

電
子
自
治
体
の
実
現
に
向
け
た
情

報
化
研
修
の
充
実
と
意
識
啓
発

②
人
事
交
流
の
推
進

・ 

国
、
県
、
市
町
村
へ
の
派
遣
研

修
の
実
施

・ 

県
税
務
職
員
短
期
市
町
村
派
遣

制
度
の
活
用

【
主
な
取
り
組
み
】

①
歳
入
の
確
保

・ 

町
税
99
％
、
国
保
税
95
％
以
上

に
収
納
率
ア
ッ
プ

・
使
用
料
、
手
数
料
等
の
適
正
化

②
歳
出
の
抑
制

・ 

公
共
工
事
コ
ス
ト
5
％
以
上
の

縮
減

・ 

施
設
維
持
管
理
経
費
、
機
器
借

上
げ
経
費
10
％
以
上
の
削
減

③
補
助
金
等
の
抑
制

④
町
債
発
行
の
抑
制

・
公
債
費
比
率
7
％
以
下
を
目
標

と
す
る
町
債
発
行
の
抑
制

　

 

町
施
設
の
維
持
費
等
も
年
間
10
％
の

削
減
を
目
指
し
ま
す
。

　

時
代
の
変
化
を
見
据
え
適
正
な
議

員
定
数
の
検
証
を
行
い
、
ま
た
報

酬
、
旅
費
（
費
用
弁
償
を
含
む
）
は

十
分
精
査
の
う
え
極
力
削
減
に
努
め

ま
す
。

Ⅱ  

公
共
施
設
の
適
正
管
理

Ⅳ  

職
員
の
意
識
改
革

Ⅴ  

財
政
の
健
全
化

※ 

新
行
政
改
革
大
綱
は
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

U
R
L

　

 h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.se
iro
.

niig
a
ta
.jp

問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務
課

　

☎ 

２
７
ー

２
１
１
１

　

指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
を
含
め

た
民
間
活
力
を
積
極
的
に
活
用
す
る

た
め
、
民
間
委
託
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
等
へ
の
委
託
を
検
討
し
ま
す
。

・ 

指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
を
含

め
た
積
極
的
な
民
間
委
託
等
の

推
進

　

効
率
的
で
効
果
的
な
施
設
利
用
を

図
る
た
め
、
整
理
統
合
が
可
能
な
施

設
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル

ド
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
遊
休
施

設
の
有
効
利
用
を
図
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
社
会
貢
献
活
動
を
ま
ち

づ
く
り
の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
捉

え
、
こ
れ
ら
団
体
が
効
率
的
に
連
携
で

き
る
組
織
化
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

町
民
視
点
に
立
っ
た
行
政
の
展
開
に

は
、
自
治
体
の
計
画
策
定
や
施
策
の
課

程
で
町
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、

行
政
施
策
に
活
か
す
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
や
町
民
参
加
条
例
に
基
づ
き
、
町
民

と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
醸
成

や
、
町
民
参
画
を
図
り
、
町
民
と
行
政

の
協
働
を
推
進
し
ま
す
。

③
行
政
情
報
の
公
開

・ 

広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

に
よ
る
情
報
の
積
極
的
な
提
供

・ 

広
報
特
派
員
の
活
用
に
よ
る
町

民
に
密
着
し
た
広
報
編
集

公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
理

解
と
信
頼
を
深
め
公
正
で
開
か
れ
た

行
政
を
推
進
し
ま
す
。

　

 

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
の
よ
う
す

　

効
果
的
な
行
政
運
営
に
は
、
事
務
事
業
に
係
る
コ
ス
ト
意
識
や

社
会
情
勢
等
の
変
化
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
職
員
の
行
革
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
職
員

一
人
ひ
と
り
の
能
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

行
政
課
題
に
挑
戦
す
る
創
造
的
な

　

国
、
県
や
市
町
村
と
の
連
携
強
化

や
人
材
の
交
流
に
よ
る
組
織
の
活
性

化
を
図
る
た
め
派
遣
研
修
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
研
修
成
果
が
発
揮
で

き
る
人
事
配
置
に
努
め
ま
す
。

　

 

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
頼
り
に
な
る
職
員
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
後
、
多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
や
少
子
・
高
齢
化
対
策
等
の

行
政
需
要
に
応
え
る
に
は
、
将
来
的
に
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
測

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
状
の
財
政
分
析
を
行
い
、
全
て
の
事

務
事
業
、
制
度
等
を
見
直
し
、
新
規
事
業
を
抑
制
し
な
が
ら
経
営

の
効
率
化
、
健
全
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
財
政
見
通
し
を
策
定

し
公
表
し
ま
す
。

　

町
税
等
の
収
納
率
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
受
益
と
負
担
の
公
平
性

の
観
点
か
ら
使
用
料
や
手
数
料
等
の

見
直
し
に
よ
る
財
源
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

　

財
政
収
支
の
均
衡
を
保
持
す
る
と

と
も
に
、
経
常
収
支
比
率
の
改
善
に

努
め
、
特
に
旅
費
、
需
用
費
、
役
務

費
、
委
託
料
等
の
物
件
費
を
極
力
削

減
し
ま
す
。

・ 

経
常
収
支
比
率
75
％
以
下
に
抑

制
・ 

町
有
施
設
の
維
持
管
理
経
費
、

機
器
等
の
借
上
げ
経
費
の
10
％

以
上
の
削
減

・ 

通
常
業
務
に
お
け
る
経
費
削
減

の
継
続

　

補
助
事
業
や
交
付
金
事
業
全
般
の

縮
減
・
廃
止
を
視
野
に
入
れ
見
直
し

を
行
い
、
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

毎
年
度
起
債
の
抑
制
を
図
り
、
後

年
度
へ
の
財
政
負
担
の
増
大
を
防
止

し
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

① 

自
主
的
な
組
織
・
運
営
の
合

理
化

・
議
員
定
数
及
び
報
酬
の
検
証

・ 

旅
費
・
費
用
弁
償
の
見
直
し
検
討

　

地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
議
会
の
果
た
す
役
割
が
増
大
し
、

こ
れ
を
踏
ま
え
た
議
会
運
営
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
議

員
定
数
や
報
酬
に
対
す
る
批
判
に
も
留
意
し
、
町
民
等
に
説
明
責

任
を
果
た
す
よ
う
努
め
、
議
会
も
行
政
と
同
様
、
議
員
自
ら
が
率

先
し
て
改
革
に
取
組
み
ま
す
。

　

 

議
会
で
も
積
極
的
に
改
革
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

情
報
公
開
制
度
を
的
確
に
運
用

し
、
必
要
な
情
報
を
わ
か
り
や
す
く

Ⅲ  

町
民
と
行
政
の
協
働

Ⅵ 

議　
　

会

・
男
女
共
同
参
画
計
画
の
策
定

・
各
種
審
議
会
委
員
の
公
募

・ 

各
種
審
議
会
委
員
へ
の
女
性
の

・
各
団
体
等
補
助
金
の
整
理
合
理
化

　

地
方
分
権
社
会
で
は
、
よ
り
町
民
と
行
政
が
情
報
や
知
恵
を
共

有
し
、
協
働
し
て
地
域
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
要
求
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
民
が
自
ら
果
た
す
役
割
を
確
認
し
、
行
動

で
き
る
社
会
の
構
築
に
努
め
ま
す
。
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六
月
二
十
日
（
月
）、
か
ら
梅
雨
が

続
く
暑
い
中
、
す
く
す
く
サ
ロ
ン
「
さ

く
ら
ん
ぼ
」
に
て
一
歳
以
上
児
を
対
象

に
し
た
育
児
相
談
が
行
わ
れ
二
十
四

組
の
保
護
者
と
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
ま
し
た
。
日
に
日
に
大
き
く
な
る
子

供
達
で
す
が
、
身
長
・
体
重
が
数
字
で

表
れ
る
こ
と
で
我
が
子
の
成
長
を
更

に
実
感
し
て
い
る
保
護
者
方
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
園
長
先
生
か
ら
１
歳
半

か
ら
２
歳
児
の
保
護
者
を
対
象
に
し

た「
子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
」

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
年
代
の
子
供
達
は
、
自
分
の
気

持
ち
を
受
け
止
め
て
ほ
し
い
が
為
に
、

〝
言
い
分
〞
が
出
て
く
る
頃
で
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
が
難

し
い
反
面
、
子
供
の
心
を
育
て
る
こ
の

時
期
が
一
番
大
切
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
だ
、
や
っ
て
良
い
事
と
悪
い
事

の
分
別
が
つ
か
な
い
子
供
達
。
そ
の

都
度
、
根
気
よ
く
教
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。う
ま
く
出
来
た
ら
、思
い
っ

き
り
誉
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

「
見
て
い
る
と
静
か
だ
か
ら
…
」

と
言
っ
て
、
テ
レ
ビ
に
『
子
守
り
』

を
任
せ
て
い
ま
せ
ん
か
？
何
で
も
吸

収
す
る
柔
ら
か
い
脳
に
と
っ
て
、
テ

レ
ビ
は
刺
激
が
強
す
ぎ
ま
す
し
、
言

葉
の
発
達
に
も
悪
影
響
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。〝
寝
る
前
は
テ
レ
ビ

や
ビ
デ
オ
で
は
な
く
絵
本
を
読
ん
で

あ
げ
る
〞
等
、
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

甘 　
　

え　

子
ど
も
の
要
求
し
て
い

る
こ
と
を
許
し
て
も
周
囲
に
迷
惑

が
か
か
ら
な
い
行
為

わ 

が
ま
ま　

子
ど
も
の
要
求
し
て
い

る
こ
と
を
許
す
事
で
周
囲
に
迷
惑

が
か
か
る
行
為

　

子
供
達
は
好
奇
心
旺
盛
で
す
。
や

り
た
い
気
持
ち
を
〝
つ
ぶ
さ
ず
〞
に

〝
置
き
換
え
る
〞
事
が
必
要
で
す
。

（
園
長
先
生
の
お
話
か
ら
）

　

育
児
相
談
会
に
参
加
さ
れ
た
お
母

さ
ん
お
二
人
に
お
話
し
を
お
聞
き
し

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

お
一
人
目
は
、
網
代
浜
に
お
住
ま

い
の
斎
藤
さ
ん
、
先
月
の
広
報
の
記

事
を
見
て
以
来
、
さ
く
ら
ん
ぼ
サ
ロ

ン
へ
よ
く
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

　

お
母
さ
ん
の
傍
ら
で
ヨ
チ
ヨ
チ
歩

き
回
り
、
と
て
も
ご
機
嫌
そ
う
に
遊

ぶ
一
歳
二
か
月
の
拓た

く

海み

く
ん
の
育
児

も
、「
一
歳
を
過
ぎ
て
だ
い
ぶ
楽
に

な
り
ま
し
た
」
と
お
話
く
だ
さ
い
ま

し
た
。ご
飯
も
よ
く
食
べ
て
く
れ
て
、

特
に
心
配
事
は
な
い
と
の
こ
と
で

す
。「
幼
稚
園
に
入
っ
て
か
ら
の
こ

と
も
考
え
て
、
人
の
集
ま
る
場
所
に

慣
れ
て
ほ
し
い
」
お
母
さ
ん
ら
し
い

こ
う
し
た
願
い
も
お
持
ち
の
斎
藤
さ

ん
、「
サ
ロ
ン
で
遊
ぶ
の
は
本
当
に

楽
し
い
で
す
ね
」
と
活
発
に
動
き
回

る
お
子
さ
ん
を
、
に
こ
に
こ
見
守
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

お
二
人
目
は
、藤
寄
の
小
見
さ
ん
、

二
歳
四
か
月
の
結ゆ

い

子こ

ち
ゃ
ん
は
サ
ロ

ン
の
中
だ
け
で
な
く
、
園
内
を
走
り

回
り
、
こ
ち
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の

お
子
さ
ん
で
す
。
だ
っ
こ
し
て
写
真

撮
影
に
応
じ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

聖
籠
こ
ど
も
園
か
ら
対
象
者
宛
の

お
知
ら
せ
を
見
て
の
参
加
。
こ
の
日

は
、
身
長
体
重
の
計
測
を
受
け
た
そ

う
で
す

　

サ
ロ
ン
で
は
、
ま
ま
ご
と
コ
ー

ナ
ー
が
大
の
お
気
に
入
り
、
い
つ
も

楽
し
く
遊
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
今

は
ま
だ
一
人
っ
子
の
結
子
ち
ゃ
ん
父

母
、
祖
父
母
の
愛
情
を
一
身
に
受
け

て
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
る
一
方

で
、
わ
が
ま
ま
に
な
ら
な
い
か
な
？

と
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
母
さ
ん
は
心
配
だ

そ
う
で
す
。

　

「
さ
く
ら
ん
ぼ
サ
ロ
ン
は
楽
し
い

で
す
が
、
よ
く
行
く
旭
ヶ
丘
児
童
遊

園
の
動
物
の
乗
り
物
が
な
く
な
っ
て

し
ま
い
、
お
気
に
入
り
だ
っ
た
の
で

残
念
で
す
。」
と
お
話
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
小
さ
い
子
に
は
人
気
の
遊

具
、
ぜ
ひ
ま
た
復
活
し
て
欲
し
い
で

す
ね
。

　

取
材
に
快
く
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た

二
人
の
お
母
さ
ん
、
本
当
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
す
く
す
く
サ
ロ
ン
「
さ
く

ら
ん
ぼ
」
で
は
、
育
児
に
つ
い
て
の

お
悩
み
・
ご
相
談
を
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
子

さ
ん
を
連
れ
て
遊
び
に
き
て
く
だ
さ

い
ね
。

5
聖
籠
こ
ど
も
園

☎
２
７

－

３
３
２
２

             

　

本
格
的
な
夏
に
入
り
、
夕
方
で
も

明
る
い
日
が
続
く
な
か
、
新
潟
聖
籠

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
朝
方
か

ら
夜
ま
で
一
日
中
、
各
年
代
の
チ
ー

ム
に
よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
う
っ
て

つ
け
の
天
候
の
な
か
、
よ
く
整
備
さ

れ
た
芝
の
上
を
大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
走
り
回
っ
て
い
る
様
子
を
見

て
い
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
体
を
動
か

し
た
く
な
る
も
の
で
す
。

　

そ
ん
な
方
々
の
た
め
に
、
新
潟
聖

籠
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
般

の
方
を
対
象
と
し
た
「
第
三
回
ア

ル
ビ
レ
ッ
ジ
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
フ
ッ
ト
サ
ル

は
、
サ
ッ
カ
ー
に
よ
く
似
た
ス
ポ
ー

ツ
で
、
小
さ
い
コ
ー
ト
を
使
用
し
、

五
人
の
選
手
で
試
合
を
行
い
ま
す
。

長
い
距
離
を
走
る
こ
と
が
な
く
、

ル
ー
ル
に
よ
っ
て
激
し
い
接
触
プ

レ
ー
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
、
初

め
て
プ
レ
ー
す
る
方
も
す
ぐ
に
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ
フ
ッ

ト
サ
ル
リ
ー
グ
は
、
競
技
力
の
あ

る
チ
ー
ム
だ
け
で
な
く
、
楽
し
ん

で
フ
ッ
ト
サ
ル
を
プ
レ
ー
し
た
い

方
の
た
め
の
日
程
を
設
け
て
お
り
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る
第
三
回
大
会

で
も
、
競
技
志
向
の
チ
ー
ム
は
火
曜

日
に
、
楽
し
み
志
向
の
チ
ー
ム
は

木
曜
日
に
分
か
れ
て
リ
ー
グ
戦
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
大
会
は
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
特
に
出
場
資
格
な
ど
も

な
く
、
性
別
・
年
齢
の
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。
小
学
生
の
チ
ー
ム
が
、

大
人
を
手
玉
に
と
る
よ
う
な
試
合

を
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

新
潟
聖
籠
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
日
々
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
て

い
る
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
・
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス

が
、
八
月
二
十
六
日
に
新
潟
ス
タ

ジ
ア
ム
で
日
本
女
子
代
表
チ
ー
ム
、

通
称
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
と
対

戦
し
ま
す
。
昨
年
の
新
潟
県
中
越
大

震
災
の
被
災
地
域
の
方
々
に
試
合

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
勇
気
や
元
気
を

抱
い
て
い
た
だ
き
た
い
、

と
い
う
願
い
の
も
と
実

現
し
た
ド
リ
ー
ム
マ
ッ

チ
。
本
県
出
身
の
歌
手

で
あ
る
、
小
林
幸
子
さ

ん
の
特
別
出
演
も
決
定

し
て
い
ま
す
。
昨
年
の

ア
テ
ネ
五
輪
で
目
覚
し

い
活
躍
を
見
せ
た
「
な

で
し
こ
」
た
ち
が
、
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
新
潟

に
や
っ
て
き
ま
す
。
Ｌ

リ
ー
グ
１
部
を
目
指
す

ア
ル
ビ
レ
デ
ィ
ー
ス
と

の
熱
い
戦
い
を
、
お
見

逃
し
な
く
。

　

ま
た
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援

会
で
は
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
聖
籠
町
の

皆
さ
ま
を
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」

と
の
試
合
に
ご
招
待
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
詳
細
は
、

T
E
L

‥

０
２
５

－

２
８
２

－

０
０
２
２
、

担
当

‥

國
井
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

す
く
す
く
サ
ロ
ン
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

す
く
す
く
サ
ロ
ン
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!

▲アルビレックス新潟レディース

ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ

フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ

フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

町
民
の
皆
さ
ん
を
ご
招
待

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス

VS
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
戦

町
民
の
皆
さ
ん
を
ご
招
待

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス

VS
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
戦

育 

児 

相 

談 

会 

開 

催

　

子
供
の
心
に
届
く
し
つ
け
を

　

テ
レ
ビ
は
百
害
あ
っ
て

一
利
な
し　

　

甘
え
と
わ
が
ま
ま
を

見
極
め
よ
う　

　

広
報
せ
い
ろ
う
で
は
、
町
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
事
業
の
一
環
と
し
て
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
と
新
潟
聖
籠
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
の
情
報
を
定
期
的
に
町

民
の
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲フットサル大会

▲齋藤さん（網代浜）

▲小見さん（藤寄）
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四
ツ
屋
と
道
賀
新
田
の
有
志
（
代

表
近
藤
整
一
郎
さ
ん
）
の
皆
さ
ん
が

集
ま
り
、
町
の
地
域
振
興
支
援
事
業

の
補
助
を
受
け
て
、
昔
各
集
落
の
お

祭
り
な
ど
で
活
躍
し
て
い
た
と
い
わ

れ
る
「
ポ
ン
菓
子
」
機
を
購
入
し
、

六
月
二
十
日
に
試
運
転
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

試
運
転
で
は
、
ポ
ン
菓
子
機
に
、
米

や
マ
カ
ロ
ニ
な
ど
を
入
れ
、
十
分
程
度

圧
力
を
加
え
た
後
、
蓋
の
止
め
金
具

を
ハ
ン
マ
ー
で
叩
き
外
す
と
、「
ポ
ン
」

で
は
な
く
「
ド
〜
ン
」
と
い
う
大
き
な

音
と
大
量
の
水
蒸
気
と
と
も
に
美
味

し
そ
う
な
お
菓
子
が
香
ば
し
い
匂
い

を
放
ち
現
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
好
み
の

味
付
け
を
し
て
完
成
で
す
。

　

こ
の
ポ
ン
菓
子
機
は
、
今
後
町
内

で
開
催
さ
れ
る
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
披
露
さ
れ
、
お
祭
り
な
ど
を

一
層
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
米
の
消
費
拡
大
や
地
産
地

消
に
も
一
役
か
っ
て
く
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

お
祭
り
会
場
な
ど
で
「
ド
〜
ン
」

と
い
う
音
を
聞
い
た
ら
皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
の
ぞ
い
て
見
て
く
だ
さ
い
。

　

蓮
野
小
学
校
で
は
、
毎
学
年
ご
と

に
学
年
委
員
の
保
護
者
が
中
心
と

な
っ
て
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

七
月
二
日
（
土
）
蓮
野
小
学
校
体

育
館
に
お
い
て
、
三
年
生
の
学
年
行

事
「
親
子
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

親
の
部
と
子
ど
も
の
部
八
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
試
合
を
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
こ
の
日
に
向
け
て
、

体
育
の
授
業
で
積
極
的
に
ポ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
練
習
を
し
、
や
る
気
も
気

合
も
満
々
。
保
護
者
は
何
年
ぶ
り
か

の
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
、
体
が
つ
い
て

い
け
る
か
と
心
配
の
よ
う
で
し
た
が
、

試
合
が
始
ま
り
体
を
動
か
す
と
、
す

ぐ
に
昔
の
記
憶
が
よ
み
が
え
り
、
ボ
ー

ル
を
追
い
か
け
て
ハ
ッ
ス
ル
、
ど
の

試
合
も
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

子
ど
も
の
部
は
、
決
勝
戦
に
Ａ
チ
ー

ム
と
最
強
チ
ー
ム
が
残
り
、
七
対
五

で
最
強
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

親
の
部
は
白
軍
チ
ー
ム
と
最
強

チ
ー
ム
が
決
勝
に
勝
進
み
対
戦
、
三

対
三
で
引
き
分
け
た
た
め
、
三
分
間

の
延
長
戦
を
行
い
ま
し
た
が
、
再
び

二
対
二
で
引
き
分
け
、
最
後
は
じ
ゃ

ん
け
ん
で
白
軍
チ
ー
ム
が
優
勝
と
決

定
し
ま
し
た
。

　

学
年
委
員
の
皆
さ
ん
と
先
生
方
に

ご
苦
労
い
た
だ
き
親
子
で
い
い
汗
を

か
い
た
楽
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

七
月
七
日
は
七
夕
の
日
。
亀
代
こ

ど
も
園
で
は
「
七
夕
集
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
は
七
夕
飾
り
で
彩

ら
れ
、
子
供
達
は
七
夕
の
歌
を
元
気

一
杯
に
歌
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
織

り
姫
と
彦
星
の
お
話
を
楽
し
み
、
最

後
は
本
物
の
織
り
姫
と
彦
星
（
!?
）

か
ら
の
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い

た
だ
き
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

七
夕
飾
り
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の

願
い
事
が
い
っ
ぱ
い
！

と
将
来
の
夢
を
お
願
い
す
る
子
。

と
し
っ
か
り
と
お
願
い
を
す
る
子
。

と
夢
の
あ
る
お
願
い
を
す
る
子
な
ど

様
々
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
心
は
空
の
星
の
よ

う
に
無
限
大
。
み
ん
な
願
い
が
叶
う

と
い
い
で
す
ね
。

　

七
月
五
日
、
蓮
野
こ
ど
も
園
で
は

保
育
参
観
終
了
後
、
元
蓮
野
小
学
校

教
頭
先
生
で
現
在
は
同
校
非
常
勤
講

師
の
古
田
セ
ツ
子
先
生
に
よ
る
「
子

育
て
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ご
自
身
の
二
人
の
お

子
さ
ん
の
子
育
て
経
験
と
、
三
十
八

年
間
の
教
師
生
活
で
得
た
豊
富
な
指

導
経
験
と
知
識
の
中
か
ら
ご
く
一
部

を
、
熱
く
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
ご
自
身
の
幼
少
期
の
体
験

談
か
ら
、
病
弱
だ
っ
た
自
分
に
祖
母

を
始
め
家
族
が
並
々
な
ら
ぬ
愛
情
を

そ
そ
い
で
く
れ
て
、
今
日
ま
で
元
気

に
生
き
る
力
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
、

マ
イ
ナ
ス
思
考
を
プ
ラ
ス
に
転
じ
る

働
き
か
け
を
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、

自
分
に
自
信
が
つ
い
た
こ
と
、
こ
う

し
た
力
を
親
が
与
え
る
こ
と
で
、
子

ど
も
に
と
っ
て
は
一
生
の
財
産
に
な

る
と
い
う
こ
と
を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
期
の
よ
い
習
慣
は
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
続
く
の
で
、

小
さ
い
う
ち
に
し
つ
け
る
こ
と
。
た

と
え
ば
、
早
寝
早
起
き
朝
食
の
リ
ズ

ム
を
整
え
る
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
食
べ
さ
せ
る
と
い
う
ご
く
当
た

り
前
の
こ
と
が
大
事
と
の
こ
と
で
す
。

教
師
生
活
の
経
験
か
ら
は
、
子
ど
も

の
話
を
良
く
聞
き
受
け
入
れ
て
や
る
、

他
人
と
比
較
せ
ず
さ
さ
い
な
こ
と
で

も
ほ
め
て
や
る
と
子
ど
も
は
伸
び
る

こ
と
を
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

約
一
時
間
に
わ
た
る
講
演
、
現
場

で
指
導
に
あ
た
っ
て
き
た
先
生
の
豊

富
な
経
験
の
一
端
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
、
日
々
の
子
育
て
に
ぜ
ひ
活
か

そ
う
と
思
わ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
八
月
八
日
（
月
）
午
前
十

時
三
十
分
か
ら
「
す
く
す
く
サ
ロ
ン

さ
く
ら
ん
ぼ
」
で
も
、
古
田
先
生
の

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
乳
幼
児

を
お
持
ち
の
父
母
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
サ
ッ
カ
ー
せ
ん
し
ゅ
に
な
り
た
い
」

「
マ
ジ
シ
ャ
ン
に
な
り
た
い
」

「
け
い
ば
の
き
し
ゅ
に

な
り
ま
す
よ
う
に
」

「
じ
ょ
う
ず
に
お
よ
げ
ま
す
よ
う
に
」

「
う
た
が
じ
ょ
う
ず
に

な
り
ま
す
よ
う
に
」

「
て
つ
ぼ
う
が
で
き
ま
す
よ
う
に
」

「
ポ
ケ
モ
ン
の
サ
ト
シ
に
な
り
た
い
」

「
プ
リ
キ
ュ
ア
に
な
り
た
い
」

「
お
お
き
く
な
っ
た
ら

ガ
ン
ダ
ム
に
な
り
た
い
」

ね
が
い
ご
と
か
な
う
と
い
い
な
〜

ね
が
い
ご
と
か
な
う
と
い
い
な
〜

　

亀
代
こ
ど
も
園　

七
夕
集
会

　

亀
代
こ
ど
も
園　

七
夕
集
会

　

子
育
て
真
っ
最
中
の
お
母
さ
ん
方
へ

「
子
育
て
講
演
会
」
開
催

　

子
育
て
真
っ
最
中
の
お
母
さ
ん
方
へ

「
子
育
て
講
演
会
」
開
催

　

子
育
て
真
っ
最
中
の
お
母
さ
ん
方
へ

「
子
育
て
講
演
会
」
開
催

▲材料の米を入れます

▲ふたをしっかり締め 10 分程度加圧

▲ ふたをハンマーではずすとドーンとい
う音とともに、お菓子が

▲ 

有
志
の
皆
さ
ん
と
「
ド
〜
ン
」

と
い
う
音
に
集
ま
っ
た
地
域
の

皆
さ
ん

い
い
汗
か
き
ま
し
た
！

蓮
野
小
学
校
三
年
生
学
年
行
事

ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

い
い
汗
か
き
ま
し
た
！

蓮
野
小
学
校
三
年
生
学
年
行
事

ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

い
い
汗
か
き
ま
し
た
！

蓮
野
小
学
校
三
年
生
学
年
行
事

ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会



６月の
乳児健診から

元気に育ってね！

この写真は保健福祉センターで行

われる乳児健診会場で撮影してい

ます。

　 投稿するとき

は濃い鉛筆かペ

ンで書いてくださ

い。（薄いものは掲載

できません）

　名前は必ず書いてください。

（ペンネーム希望の場合は名前の

横にペンネーム『○○○』と書い

てください）
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六
月
二
十
二
日(

水)

聖
豊
は
す
が

た
園
に
お
い
て
、
入
所
さ
れ
て
い
る

渡
邊
カ
ヨ
さ
ん
（
亀
塚
）
が
百
歳
を

迎
え
ら
れ
「
百
歳
の
誕
生
日
を
祝
う

会
」
が
同
園
の
実
行
委
員
の
手
作
り

に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祝
う
会
に
は
、
町
長
、
蓮
潟
区

長
、
亀
塚
区
長
な
ど
五
名
の
来
賓

が
出
席
。
職
員
手
作
り
の
千
羽
鶴

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
芸
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

を
ご
覧
に
な
っ
た
渡
邊
さ
ん
は
、

素
敵
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
渡
邊
さ
ん
は
九
月
に
百

歳
を
迎
え
た
長
寿
の
お
祝
い
と
し

て
県
と
町
か
ら
表
彰
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

海
開
き
を
前
に
し
た
七
月
五
日

(

火)

、
網
代
浜
海
水
浴
場
と
次
第

浜
海
水
浴
場
の
海
岸
線
約
1.2
㎞
の

ご
み
を
拾
う
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
行

い
ま
し
た
。
訪
れ
る
人
た
ち
に
気

持
ち
よ
く
海
水
浴
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
い
う
環
境
美
化
活
動
の

一
環
で
す
。

　

こ
の
作
戦
は
、
聖
籠
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
・
聖
籠
町
漁
業
協
同
組
合
・

東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
・
町
役
場
合
同

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
一
三
〇
人
の

参
加
者
に
よ
る
一
時
間
あ
ま
り
の
奮

闘
の
結
果
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
コ
ン
ビ
ニ
の
お
弁
当
と
い
っ
た

大
量
の
ご
み
を
、
四
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
二

台
分
回
収
し
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
、
参
加
者
の
さ
わ

や
か
な
汗
の
分
だ
け
海
岸
が
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
き

れ
い
な
海
岸
が
維
持
さ
れ
る
よ

う
、
ま
た
、
き
れ
い
な
海
岸
が
多

く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
う
よ
う

祈
り
な
が
ら
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
を

終
了
し
ま
し
た
。

　

武
藤
さ
ん
は
、
こ
の
春
蓮
野
こ

ど
も
園
に
入
園
し
た
お
に
い
ち
ゃ

ん
と
光
永
ち
ゃ
ん
二
人
の
男
の
子

の
お
母
さ
ん
で
す
。

　

二
人
目
の
育
児
は
い
か
が
で
す

か
、
と
お
聞
き
す
る
と
「
一
人
目

と
は
違
っ
て
気
持
ち
は
楽
で
す
」

と
に
っ
こ
り
。

　

光
永
ち
ゃ
ん
は
離
乳
食
に
も
慣

れ
、
お
か
ゆ
も
野
菜
も
大
好
き

で
、
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ

て
く
れ
る
そ
う
で
す
。
ミ
ル
ク
も

よ
く
飲
み
ま
す
。
体
格
も
よ
く
丈

夫
そ
う
な
光
永
ち
ゃ
ん
、
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
頃
に
お
兄
ち
ゃ
ん
の

風
邪
が
う
つ
り
、
重
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
ほ
か
は
、
こ
れ
と
い
っ
た

病
気
は
し
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

　

近
頃
は
、
夜
ミ
ル
ク
を
飲
ん
だ

ら
朝
ま
で
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
く
れ

る
そ
う
で
「
本
当
に
助
か
り
ま

す
」
と
話
す
武
藤
さ
ん
、
二
人
目

の
余
裕
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

「
お
に
い
ち
ゃ
ん
が
、
小
さ
い

弟
を
可
愛
が
っ
て
く
れ
る
ん
で
す

よ
」
と
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
成
長
ぶ

り
も
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。
寝
返

り
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ハ

イ
ハ
イ
、
立
っ
ち
は
こ
れ
か
ら
の

光
永
ち
ゃ
ん
、
「
動
き
回
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
、
さ
く
ら
ん
ぼ
サ
ロ

ン
に
も
遊
び
に
行
き
た
い
で
す
」

と
、
順
調
な
成
長
ぶ
り
で
す
か
ら

そ
の
日
も
間
近
な
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

快
く
取
材
に
ご
協
力
く
だ
さ

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

こんどう　たくみさん　7歳

チョロさん　12 歳

杏仁豆腐さん　14 歳 海っ子さん　13 歳 ミッキーさん　11 歳

まなさん　14 歳

聖さん　14 歳

ＭＡＸさん

小田切大
たいき

輝ちゃん

4か月児

天野　姿
し

星
せい

ちゃん

4か月児

杉原　寧
ね ね

音ちゃん

4か月児

山口　朋
とも

華
か

ちゃん

4か月児

宮澤　侑
ゆう

希
き

ちゃん

4か月児

渡邉　芽
め

衣
い

ちゃん

4か月児

森田恵
え れ な

玲菜ちゃん

4か月児

肥田野歌
かのん

音ちゃん

4か月児

平野　茉
ま お

央ちゃん

4か月児

松　永
と わ

遠ちゃん

4か月児

光
こう

永
えい

くん
（7か月児）

武藤　恵
え み こ

美子さん
（杉谷内）

聖
籠
海
岸
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

聖
籠
海
岸
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

みどり丸さん　15 歳

　

町
で
は
、
新
潟
県
か
ら
補
助
を

受
け
て
新
潟
大
学
や
県
立
が
ん
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
留
学
し
て
い
る
県

費
留
学
生
と
の
交
流
を
平
成
元
年

か
ら
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
六
月
十
八
日(

土)

に
平

成
十
七
年
度
の
県
費
留
学
生
を
聖

籠
町
に
招
き
、
町
名
産
の
さ
く
ら

ん
ぼ
狩
り
を
体
験
し
て
い
た
だ
い

た
後
、
歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。歓

迎
会
に
は
留
学
生
六
名
や
元

留
学
生
の
皆
さ
ん
、
議
会
議
員
の

皆
さ
ん
が
参
加
。
留
学
生
の
皆
さ

ん
は
、
日
本
に
来
る
前
に
一
年
間

日
本
語
の
勉
強
を
し
て
き
た
そ
う

で
、
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
で
参
加

者
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

な
お
、
七
月
二
十
七
日(

水)

か
ら

八
月
一
日(

月)

ま
で
、
町
の
小
中

学
生
十
七
名
と
随
行
五
名
が
黒
龍

江
省
ハ
ル
ビ
ン
市
へ
訪
問
し
、
同

市
の
小
中
学
生
と
交
流
し
ま
す
。

こ
の
広
報
が
発
行
さ
れ
る
頃

は
、
ハ
ル
ビ
ン
市
で
言
葉
の
壁
を

乗
り
越
え
て
、
交
流
を
深
め
友
好

の
輪
を
広
げ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

よ
う
こ
そ
!!

　

中
国
黒
龍
江
省

　
　

留
学
生
の
皆
さ
ん

よ
う
こ
そ
!!

　

中
国
黒
龍
江
省

　
　

留
学
生
の
皆
さ
ん

マ
マ
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
！

ー
6
月
の
乳
児
検
診
会
場
に
て
ー

百
歳
お
め
で
と
う

渡
邊 
カ
ヨ
さ
ん



町
の

動
向

町
の

動
向

町
の

動
向

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
内
容
、
各
種
委
員
会
の

活
動
な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

広報聖籠 H17.8　 1213　 H17.8 広報聖籠
0日時　4会場　3内容　2対象　1申し込み　5問い合わせ

0
６
月
22
日
（
水
）

・ 

第
6
回
聖
籠
町
男
女
共
同
参
画
計

画
策
定
委
員
会
開
催

　

今
回
は
、
３
班
の
分
科
会
に
分
か

れ
各
班
で
設
け
た
基
本
目
標
に
つ
い
て

の
、
現
状
と
そ
れ
を
良
い
方
向
に
向
け

る
た
め
の
家
庭
や
職
場
に
お
い
て
の
課

題
を
話
し
合
っ
た
後
、
全
体
会
を
開
き

各
分
科
会
で
話
し
合
っ
た
内
容
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
各
分
科
会
に
お
け
る
基

本
目
標
（
仮
称
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・ 
１
班 

「
男
と
女
」
の
平
等
に
向
け

た
意
識
づ
く
り

・ 

２
班 
「
男
と
女
」
が
と
も
に
参
画

す
る
ま
ち
づ
く
り

・ 

第
３
班 

安
心
し
て
働
け
る
労
働
環

境
づ
く
り
＆
健
康
で
充
実
し
た
生

活
づ
く
り

0
６
月
30
日
（
木
）

・ 

東
山
町
営
住
宅
の
入
居
者
抽
選
会

を
行
い
ま
し
た

　

今
年
の
2
月
か
ら
町
の
町
営
住
宅

と
な
っ
た
東
山
団
地
の
入
居
者
抽
選

会
を
6
月
30
日
に
行
い
ま
し
た
。
転

勤
等
で
空
室
が
3
室
で
き
た
た
め

行
っ
た
も
の
で
す
が
、
町
の
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
6
月
中
旬
か
ら
募

集
を
し
た
と
こ
ろ
、
8
名
か
ら
申
込

み
が
あ
り
、
役
場
の
第
1
会
議
室
で

行
っ
た
抽
選
会
の
結
果
、
入
居
者
3

名
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
空
室
が
出
て
き
た
と

き
は
、
速
や
か
に
広
報
等
で
お
知

ら
せ
し
て
入
居
者
の
募
集
を
し
ま

す
。

0
７
月
８
日
（
金
）

・
聖
籠
海
岸
海
水
浴
場
海
開
き

　

網
代
浜
海
水
浴
場
で
、
海
開
き

が
行
わ
れ
網
代
浜
と
次
第
浜
海
水

浴
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。　

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
海
水
浴
場

利
用
者
の
安
全
を
願
っ
て
、
町
水

難
防
止
連
絡
協
議
会
に
よ
る
安
全

祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
と
し
て
蓮
野
こ
ど
も
園
園

児
に
よ
る
地
引
網
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
波
が
高
い
た
め
残

念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
先
生
方
の
知
恵
を
絞
っ
た
砂

浜
で
の
地
引
網
で
は
、
お
菓
子
と

さ
く
ら
ん
ぼ
が
網
に
か
か
り
大
漁

と
な
り
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で

し
た
。

　

海
や
山
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
真
っ
盛

り
で
す
が
、
遊
泳
区
域
や
ゴ
ミ
の
始
末

な
ど
の
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守
り
皆

で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

0
７
月
１
日
（
金
）

第
1
回
介
護
保
険
運
営
協
議
会
開
催

・ 

平
成
16
年
度
介
護
保
険
給
付
実
績

に
つ
い
て

・
次
期
計
画
策
定
に
つ
い
て

0
６
月
28
日
（
火
）

・ 

聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
19
期
第
16

回
総
会

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
譲

受
人
の
資
格
審
査
に
つ
い
て

・ 
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
所

有
権
移
転
申
出
審
査
に
つ
い
て

・ 

農
業
委
員
会
事
務
専
決
報
告
に
つ
い
て

　

以
上
の
４
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

0
６
月
27
日
（
月
）

・ 

第
６
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定
例

会
開
催

・ 

聖
籠
町
立
学
校
通
学
区
域
規
則
の

一
部
改
正

・ 

聖
籠
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場
運

営
委
員
の
委
嘱

　

以
上
の
２
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

・ 

教
育
委
員
が
各
学
校
長
か
ら
授
業
の

様
子
な
ど
を
説
明
し
て
も
ら
う
学
校

訪
問
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
第
３
回
目　

６
月
８
日
（
水
）

・
第
４
回
目　

６
月
29
日
（
水
）　

・ 

教
育
委
員
が
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
懇
談
す
る
学
校
訪
問
会
食
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
第
３
回
目　

６
月
９
日
（
木
）

・
第
４
回
目　

６
月
17
日
（
金
）

・
第
５
回
目　

６
月
29
日
（
水
）

総　
　

務　
　

課

ふ
る
さ
と
整
備
課

産
業
観
光
課

町　
　

民　
　

課

学  

校  

教  

育  

課

農  

業  

委  

員  

会

「
海
」
で
の
事
故

「
水
泳
中
」
の
事
故
が
多
い 

　

平
成
十
六
年
夏
期
（
六
月
〜

八
月
）
に
発
生
し
た
水
難
事
故

の
件
数
は
七
百
八
十
七
件
、
水

難
者
数
は
九
百
三
十
五
人
で
、
そ
の
う
ち
死
者
・

行
方
不
明
者
数
は
四
百
三
十
六
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

水
難
事
故
の
発
生
場
所
で
一
番
多
い
の
は
、

や
は
り
「
海
」
で
、
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
為
別
で
は
「
水
泳
中
」

の
事
故
が
ト
ッ
プ
、
次
い
で
「
魚
と
り
・
釣
り
」、

「
水
遊
び
」
で
の
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

海
や
川
な
ど
水
辺
の
レ
ジ
ャ
ー
で
は
、
遊
泳

禁
止
区
域
で
遊
ん
だ
り
、
波
が
高
い
と
き
に
海

に
出
た
り
す
る
な
ど
、
そ
の
人
自
身
の
不
注
意

や
無
謀
な
行
動
が
、
水
難
事
故
に
つ
な
が
り
ま

す
。
楽
し
く
遊
ぶ
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と

を
き
ち
ん
と
守
り
ま
し
ょ
う
。 

　
　

水
難
事
故
を
防
ぐ
た
め
に 

□
遊
泳
禁
止
区
域
で
は
泳
が
な
い
↓
遊
泳
禁
止

区
域
に
な
っ
て
い
る
場
所
は
、
急
に
深
く
な
っ

た
り
、
潮
の
流
れ
が
速
い
「
離
岸
流
」
が
あ
っ

た
り
す
る
な
ど
、
危
険
な
区
域
で
す
。 

□
悪
天
候
の
と
き
は
泳
が
な
い
・
海
に
出
な
い

↓
高
波
に
さ
ら
わ
れ
る
な
ど
の
危
険
が
あ
り
ま

す
。 

□
泳
ぐ
前
に
準
備
運
動
を
↓
準
備
運
動
を
き
ち

ん
と
し
な
い
と
、
足
が
つ
る
な
ど
し
て
お
ぼ
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。 

□
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
泳
が
な
い
↓　

お
酒
を
飲

ん
で
海
に
入
る
と
、
心
臓
ま
ひ
を
起
こ
し
た
り
、

お
ぼ
れ
た
り
す
る
事
故
に
つ
な
が
り
や
す
く
な

り
ま
す
。 

□
子
ど
も
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い
↓　

子
ど
も
を

水
難
事
故
か
ら
守
る
の
は
、
大
人
の
責
任
で
す
。

子
ど
も
が
水
辺
で
遊
ぶ
と
き
に
は
、
必
ず
大
人

が
監
視
し
て
、
危
険
が
な
い
よ
う
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

山
岳
遭
難
者
の

約
8
割
は
中
高
年
者 

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
登
山

シ
ー
ズ
ン
。
な
か
で
も
七
月
〜

八
月
の
夏
山
シ
ー
ズ
ン
は
、
毎

年
、
山
岳
遭
難
が
最
も
多
く
な
る
季
節
で
す
。

平
成
十
六
年
夏
期
（
七
月
〜
八
月
）
の
山
岳
遭

難
の
発
生
件
数
は
三
百
五
十
三
件
。
遭
難
者
は

四
百
二
十
六
人
で
、
そ
の
う
ち
死
者
・
行
方
不

明
者
は
五
十
一
人
、
負
傷
者
は
二
百
四
十
一
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
別
で
み
る
と
、
遭
難

者
の
約
八
割
は
四
十
歳
以
上
の
中
高
年
者
で
、

死
者
・
行
方
不
明
者
で
も
中
高
年
者
が
九
割
以

上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

遭
難
の
原
因
で
は
、
最
も
多
い
の
が
「
転
落
・

滑
落
」
で
、
次
い
で
「
転
倒
」、「
疲
労
・
病
気
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
登
山
経
験
の
浅
い

人
の
登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
気
分
で
の
安
易
な
登

山
が
、
山
岳
遭
難
に
つ
な
が
り
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
夏
山
で
も
甘
く
見
な
い
で
、
体
力
・

装
備
と
も
に
、
し
っ
か
り
準
備
を
し
て
か
ら
登

り
ま
し
ょ
う
。 

　
　

山
岳
遭
難
を
防
ぐ
た
め
に 

□
事
前
準
備
を
し
っ
か
り
と
↓
登
山
技
術
や
体

力
、
経
験
に
合
っ
た
山
を
選
び
、
無
理
の
な
い

登
山
日
程
を
計
画
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
健
康

管
理
に
も
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

□
万
全
の
装
備
で
出
か
け
る
↓
夏
山
登
山
で
は

日
射
病
を
予
防
す
る
た
め
に
帽
子
は
必
須
で

す
。
ま
た
、
山
の
天
候
は
変
わ
り
や
す
く
、
ふ

も
と
で
は
晴
れ
て
い
て
も
山
頂
で
は
雨
が
降
っ

て
い
た
り
、
寒
か
っ
た
り
し
ま
す
。
防
寒
具
や

雨
具
な
ど
も
持
参
す
る
な
ど
、
万
全
の
装
備
で

出
か
け
ま
し
ょ
う
。 

□
単
独
登
山
の
自
粛
↓
単
独
登
山
は
、
事
故
に

遭
っ
て
も
救
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
遭
難
時
の
死
亡
率
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

登
山
経
験
の
豊
か
な
人
と
パ
ー
テ
ィ
ー
を
組
ん

で
登
山
し
ま
し
ょ
う
。 

□
緊
急
時
の
連
絡
手
段
を
確
保
す
る
↓
無
線
機

や
携
帯
電
話
な
ど
、
緊
急
時
の
連
絡
手
段
と
な

る
も
の
を
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
携
帯
電
話

の
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー
も
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。 

□
入
山
前
に
登
山
届
の
提
出
を
↓
登
山
届
の
提

出
は
、
安
心
登
山
の
第
一
歩
で
す
。
登
山
届
は
、

万
一
遭
難
し
た
と
き
に
、
救
助
隊
が
遭
難
者
を

発
見
・
救
出
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
登
山
届

は
、
登
山
口
に
設
置
し
て
あ
る
登
山
届
入
れ
か

ら
投
函
で
き
ま
す
。

水の事故･山の事故

を防ぐ

夏
の
レ
ジ
ャ
ー
の
安
全
点
検

海
へ
！ 

山
へ
！ 

川
へ
！　

夏
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
人
が
多
く
な
る
季
節
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
レ
ジ
ャ
ー
中
に
発

生
す
る
水
難
や
山
岳
遭
難
な
ど
の
事
故
も
、
こ
の
時
期
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
然
の
な
か
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
事
故
に
つ

な
が
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
事
故
に
遭
わ
な
い
楽
し
い
レ
ジ
ャ
ー
に
す
る
た
め
に
、安
全
対
策
を
き
ち
ん
と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

水の事故

山の事故

話　題

TOPICS 夏のレジャーの安全点検

▲委員会のようす

▲砂漠での地引網



お問い合わせ先

町　役　場　　　☎２７－２１１１

町 民 会 館　　　☎２７－２１２１

図　書　館　　　☎２７－６１６６

保健福祉課（保健福祉センター内）

　　　　　　　　☎２７－６５１１

診　療　所　　　☎２７－１２３４

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

H17. 5. 27 ～ 6. 27
入　札　結　果

広報聖籠 H17.8　 1415　 H17.8 広報聖籠

（注１） 届出の際に御承諾の押印をいた

だいた方のみ掲載しております。

0日時　4会場　3内容　2対象　1申し込み　5問い合わせ0日時　4会場　3内容　2対象　1申し込み　5問い合わせ

《保健福祉事業》
　ところ　保健福祉センター

◆心配ごと相談

　3日 (水 ) 17日 (水 ) 

5町社会福祉協議会　☎ 27－ 6767

◆行政相談

　9日（火）

5役場総務課（内線 223）

◆乳幼児健康診査・各種学級

○ 妊婦学級（前期）

　16 日（火）午前 9 時 30 分～

○ 1 歳２ヶ月児歯科健診

　22 日（月）午後 1 時 15 分～

○ 1 歳 6 ヶ月児健診

　25 日（木）午後 1 時 15 分～

○ 乳児健診

　26 日（金）午後 1 時 15 分～

◆各種予防接種

（受付は 1 時 10 分からです）

○ ポリオ予防接種

　3 日（水）午後 1 時 40 分～

○ ＢＣＧ予防接種

　4 日（木）午後 1 時 40 分～

○ 風しん予防接種

　31 日（水）午後 1 時 40 分～

８
月

４
日
・ 

県
知
事
と
の
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

５
日
・ 

東
港
艦
艇
入
港
歓
迎
式
典

15
日
・
成
人
式

21
日
・
中
条
町
閉
町
記
念
式
典

23
日
・ 

黒
川
村
閉
村
記
念
式
典

30
日
・ 

新
潟
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
定
例
会

工事（件）名 契約額（円） 業 者 名 納 入 完 了 日 又 は
工事（委託）期間最終日

1 電子コピー機器借上及び使用 1,620,000
( 落札金額 ) 富士ゼロックス㈱ 平成22年 5月31日

2 聖籠町地域防災計画策定業務委託 4,137,000 ㈱ぎょうせい 平成18年 3月30日

3 公下工第 15 号大夫 184 号管渠整備工事 41,685,000 曽根建㈱ 平成17年 12月 25日

4 公下工第 7 号杉谷内 550 号管渠整備工事 31,185,000 ㈱丸昭工務店 平成17年 12月 15日

5 特下工第 2号真野 140 号管渠整備工事 26,670,000 ㈲入山建設 平成17年 11月 25日

6 河第 2 号　派川加治川維持管理業務委託
不調により随意契約
随意契約額 1,575,000 ㈲栗原緑樹園 平成17年 8月24日

7 河第１号　新発田川草刈業務委託 7,035,000 曽根建㈱ 平成17年 8月31日

8 路第１号　桃山苔沼１号線外２路線路線測量業務委託 5,460,000 ㈱聖測コンサルタ
ント 平成17年 11月 9日

9 側第１号　蓮野下松庵線道路側溝工事 8,190,000 東港建設興業㈱ 平成17年 10月 10日

10 蓮野こども園冷房設備設置工事
不調により随意契約
随意契約額 5,880,000 ㈲市川電業 平成17年 17月 14日

11 蓮潟こども園冷房設備設置工事
不調により随意契約
随意契約額 5,250,000 ㈲坂井電気商会 平成17年 7月14日

12 亀代こども園冷房設備設置工事 5,775,000 ㈲小林電気 平成17年 7月14日

13 改第４号　藤寄村中４号線道路改良工事 11,865,000 ㈱市川組 平成17年 11月 13日

14 公下工第 12 号　大夫２０１号管渠整備工事 25,935,000 ㈱岩村組聖籠支店 平成17年 12月 17日

15 公下工第 14 号　大夫１６３号管渠整備工事 14,700,000 ㈱市川組 平成17年 11月 13日

16 公 下 工 第 31 号　 杉 谷 内５２３号管渠整備工事 36,225,000 ㈱丸昭工務店 平成18年 1月 6日

17 特下工第 3 号　真野 123 号管渠整備工事 18,847,500 ㈱聖路総合 平成17年 12月 17日

18 側第 4 号　次第浜上菖蒲潟線道路側溝工事 4,725,000 ㈲入山建設 平成17年 9月29日

19 公下舗第 32 号　杉谷内管渠整備工事に伴う舗装補修工事（その2） 7,560,000 大林道路㈱
北信越支店 平成17年 8月24日

20 特下舗第 31 号　蓮野管渠整備工事に伴う舗装補修工事 7,140,000 ㈱加賀田組
下越営業所 平成17年 8月24日

21 海岸砂防林等草刈業務委託 3,759,000 ㈱丸昭工務店 平成17年 9月 5日

出生

 赤ちゃん 保護者 行政区

 乙
おと

　萌
め

ちゃん ( 石井　　実 ) 藤　寄

 正
ただ

　旺
あき

ちゃん ( 齋藤　健二 ) 杉谷内

拓
たく

　夢
む

ちゃん ( 高橋　　肇 ) 二本松

　稜
りょう

　ちゃん ( 高橋　和幸 ) ひばりが丘

 雄
ゆう

　世
せい

ちゃん ( 山﨑　一良 ) 二本松

佑
ゆう

　樹
き

ちゃん ( 佐藤　　趣 ) 山大夫

望
も

　叶
か

ちゃん ( 斎藤　宏幸 ) 蓮　潟

死亡

 氏　名 年齢 行政区

小　山　キ　ヨさん (80 歳） 桃　山

 五十嵐　　房
ふさ

　さん (78 歳） 二本松

 本　間　洋
よう

　子
こ

さん (73 歳） 大夫興野

 阿　部　武
たけ

　次
じ

さん (92 歳） 本諏訪山

 加　藤　正
まさ

　行
ゆき

さん (78 歳） 蓮　野

　

広
島
と
長
崎
で
は
、
原
爆
死
没
者

の
冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
を
願
い
、

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
時
刻
に
一
分
間

の
黙
と
う
を
捧
げ
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
職
場
及
び
地
域
で

も
黙
と
う
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
時
】

□
広
島
＝
８
月
６
日
午
前
８
時
15
分

□
長
崎
＝
８
月
９
日
午
前
11
時
２
分

　

物
忘
れ
が
ひ
ど
く
、
認
知
症
（
痴

呆
）
を
心
配
し
て
い
る
方
や
、
そ
の

介
護
で
困
っ
て
い
る
方
な
ど
の
相
談

に
、
専
門
の
医
師
が
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

0
９
月
９
日
（
金
）

　

12
月
９
日
（
金
）

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

4
聖
籠
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相
談
担
当
医
師

　

新
潟
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

　
　

今
村　

徹　

医
師

■
申
し
込
み
方
法
（
予
約
が
必
要
）

　

相
談
日
の
10
日
前
ま
で
に
聖
籠
町

保
健
福
祉
課
保
健
師
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

☎
２
７
│
６
５
１
１

　

県
内
で
は
、
年
々
灯
油
類
等
が

漏
れ
流
れ
る
事
故
が
増
え
て
い
ま

す
。
特
に
昨
年
度
は
、
全
県
で
67

件
と
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
は
、
火
災
の

危
険
、
河
川
の
環
境
悪
化
な
ど
深

刻
な
事
態
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

事
故
の
多
く
は
、
家
庭
か
ら
の

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と

　

恒
久
平
和
を
祈
り

黙
と
う
願
い
ま
す

物
忘
れ
相
談
会
を開

催
し
ま
す

う
っ
か
り
ミ
ス
に
よ
る
灯
油
の
流

出
な
ど
、
大
変
身
近
な
と
こ
ろ
で

発
生
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し

た
注
意
で
事
故
は
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
下

さ
い
。

○
給
油
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い

○ 

油
タ
ン
ク
の
バ
ル
ブ
を
完
全
に

閉
め
た
か
確
認　

○ 

油
タ
ン
ク
の
配
管
、
ホ
ー
ス
等

が
劣
化
し
て
い
な
い
か
点
検

○ 

油
送
設
備
の
操
作
ミ
ス
、
誤
作

動
に
注
意

※ 

誤
っ
て
油
が
漏
れ
て
し
ま
っ
た

と
き
、
又
は
水
路
、
河
川
な
ど

に
油
が
流
れ
て
い
る
の
を
発
見

し
た
と
き
は
、
直
ぐ
に
次
の
機

関
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

5
新
発
田
地
域
広
域
消
防
本
部　

☎
２
２
│
１
１
１
９

5
新
潟
県
環
境
セ
ン
タ
ー　

　
　

☎
２
６
│
９
１
３
９

5
聖
籠
町
役
場
生
活
環
境
課　

　

☎
２
７
│
１
９
６
２

　

診
療
所
は
、
次
の
と
お
り
休
診
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

●
休
診
日　

8
月
15
日
（
月
）
〜
8
月
19
日
（
金
）

　

休
診
日
で
も
看
護
師
は
お
り
ま
す

の
で
薬
の
予
約
が
あ
れ
ば
対
応
い
た

し
ま
す
。

5
聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

☎
２
７
│
１
２
３
４

診
療
所
休
診
の
お
知
ら
せ

婚姻

 新郎・新婦 行政区

 高　橋 一
かず

　樹
き

さん

 ( 富永 ) 恵
めぐ

　美
み

さん 

網代浜

 天　尾   厚
あつ

　志
し

さん

 ( 松橋 )  日
ひ

　和
より

さん 

藤　寄

｝

｝

油
流
出
事
故
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
町
民
の
防
災
に
対
す
る

理
解
と
防
災
意
識
の
高
揚
、
そ
し
て

有
事
に
お
け
る
迅
速
な
応
急
対
策
、

避
難
誘
導
体
制
等
の
強
化
を
図
る
た

め
、
10
月
19
日
（
水
）
に
総
合
防
災

訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
地
震
の
発
生
に
よ
る
家

屋
の
倒
壊
や
火
災
が
発
生
し
被
害
が

拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
想
定
し
た
訓

練
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
集
落
内

の
避
難
訓
練
も
計
画
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
ま

り
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

5
役
場
生
活
環
境
課

☎
２
７
│
１
９
６
２

町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

広
報
せ
い
ろ
う
８
月
お

知
ら
せ
号
は
お
休
み
し

ま
す
。

町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す



広報聖籠 H17.8　 1617　 H17.8 広報聖籠
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広
報
せ
い
ろ
う
７
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
町
で
は
現
在
、
亀

代
学
区
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

環
境
の
早
期
改
善
に
向
け
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
に
よ
る
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
「
B
フ
レ
ッ
ツ
」
の
誘

致
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

加
入
希
望
者
か
ら
提
出
し
て
い
た

だ
い
た
「
仮
申
込
」
は
、
申
込
期
間

終
了
後
、
N
T
T
東
日
本
㈱
へ
提
出

し
、「
B
フ
レ
ッ
ツ
」
の
早
期
導
入
を

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
亀
代
学
区
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ん
に
配
布
し
た
広
報
せ
い
ろ

う
７
月
号
内
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
と

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
申
込
締
切
は
8
月
31

日（
水
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
サ
ー

ビ
ス
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お

早
め
に
「
仮
申
込
書
」
を
提
出
く
だ

い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

5
役
場
総
務
課　

行
政
係

☎
２
７

－

２
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

h
ttp://w

w
w
.tow

n
.seiro.n

iig
ata.jp

　

町
で
は
、
平
成
３
年
度
か
ら
概
ね

山
倉
学
区
・
蓮
野
学
区
を
調
査
の
対

象
と
し
て
、
国
土
調
査
（
地
籍
調
査
）

事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
は
、

図
面
の
と
お
り
、
大
夫
興
野
・
藤
寄

地
区
の
一
部
で
、新
潟
市
（
旧
豊
栄
市
）

と
の
境
界
付
近
の
調
査
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　

お
盆
明
け
後
に
は
、
役
場
職
員
・

測
量
業
者
が
調
査
区
域
内
の
現
場
に

入
り
、
杭
打
ち
や
調
査
作
業
を
開
始

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
国
土
調
査
事
業
は
、

平
成
22
年
度
ま
で
の
計
画
で
事
業
を

進
め
て
お
り
、
地
権
者
の
方
々
に
は

そ
の
都
度
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
国
土
調
査
（
地
籍
調
査
）
事
業
と
は
…

　

土
地
に
も
一
筆
ご
と
に
記
録
が
あ

り
、
そ
の
土
地
の
所
有
者
・
地
番
・

地
目
・
面
積
・
境
界
が
あ
り
ま
す
。

高
度
化
し
た
測
量
技
術
で
調
査
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
正
確
で
精
度
の
高

い
記
録
・
図
面
（
地
籍
図
）
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

5
ふ
る
さ
と
整
備
課

☎
２
７

－

２
１
１
１
（
内
線
２
３
３
）

　

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年

金
等
の
受
給
権
を
有
し
て
い
な
い
障

害
者
の
方
に
対
し
て
、
国
民
年
金
制

度
の
発
展
過
程
に
お
い
て
生
じ
た
特

別
な
事
情
に
か
ん
が
み
、
福
祉
的
措

置
と
し
て
「
特
別
障
害
給
付
金
制
度
」

が
創
設
さ
れ
、
平
成
17
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

■
支
給
の
対
象
と
な
る
方

⑴ 

昭
和
61
年
３
月
以
前
に
国
民
年
金

任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
被
用
者

年
金
制
度
等
に
加
入
ま
た
は
、
受

給
等
し
て
い
た
方
の
配
偶
者

⑵ 

平
成
３
年
３
月
以
前
に
国
民
年
金

任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
学
生
で

あ
っ
て
、
当
時
、
任
意
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
期
間
内
に
障
害
の
原

因
と
な
っ
た
傷
病
の
初
診
日
が
あ

り
、
現
在
、
障
害
基
礎
年
金
の
１
級
、

２
級
相
当
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
や
障
害
厚

生
年
金
、
障
害
共
済
年
金
な
ど
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
。

■
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
こ
と

　

請
求
書
の
受
付
は
、
平
成
17
年
４

月
１
日
か
ら
住
所
地
の
市
区
役
所
・

町
村
役
場
で
受
付
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
こ
の
給
付
金
の
支
給
は
、
請
求

書
を
受
付
し
た
月
の
翌
月
か
ら
と
な

り
ま
す
の
で
、
給
付
金
を
請
求
す
る

方
は
、
お
早
め
に
請
求
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
８
月
に
ご
請
求
い
た

だ
い
た
場
合
は
９
月
分
か
ら
の
支
給

と
な
る
た
め
で
す
。）

　

こ
の
た
め
、
必
要
な
書
類
等
が
全

て
揃
わ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
請

求
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
ま
ず
は

な
る
べ
く
早
く
受
付
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。（
不
足
し
て
い
る
必
要
書
類
等

に
つ
い
て
は
、
後
日
提
出
を
お
願
い

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。）

■
支
給
額
（
平
成
17
年
度
）

　

障
害
基
礎
年
金
１
級
相
当
に
該
当

す
る
方

：

月
額
５
万
円
（
２
級
の

１
・
２
５
倍
）

　

障
害
基
礎
年
金
２
級
相
当
に
該
当

す
る
方

：

月
額
４
万
円

○ 

ご
本
人
の
所
得
が
一
定
の
額
以
上

で
あ
る
と
き
は
、
支
給
が
全
額
又

は
半
額
に
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

5
役
場
町
民
課
年
金
担
当

☎
２
７

－

２
１
１
１
（
内
線
１
１
１
）

今
年
度
の
国
土
調
査

（
地
籍
調
査
）
事
業
が
始
ま
り
ま
す

今
年
度
の
国
土
調
査

（
地
籍
調
査
）
事
業
が
始
ま
り
ま
す

特
別
障
害
給
付
金

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

亀
代
学
区
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
へ

「
B
フ
レ
ッ
ツ
」誘
致
の
た
め
の

仮
申
込
書
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

８
月
31
日（
水
）ま
で
で
す

亀
代
学
区
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
へ

「
B
フ
レ
ッ
ツ
」誘
致
の
た
め
の

仮
申
込
書
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

８
月
31
日（
水
）ま
で
で
す

町県民税は口座振替で
納期限内納税を

8月は町県民税の納入月です

　多忙な毎日で、ついうっかり納
税するのを忘れていたら督促状が
来た。という経験はありませんか。
　税金は、納期限までに納入しな
いと督促手数料や延滞金が加算さ
れます。
　このようなことがないよう、確
実・便利な口座振替を利用してく
ださい。
　なお、町税の督促手数料は督促
状 1 通につき 100 円、延滞金は年
14.6％がそれぞれ加算されます。
　口座振替の申込は、町と契約し
ている金融機関または郵便局でお
願いします。
5 役場税務課　
☎２７－１９５６

個人事業税の納税はお早めに

●納める時期
　 8 月 31 日（水）まで
　11 月 30 日（水）まで
●納税窓口
　 　お送りした納税通知書をお持

ちになって、お近くの金融機関・
郵便局・地域振興局県税部（県
税事務所）で納めてください。
●口座振替
　 　預金口座のある金融機関で申

し込まれますと、次のとおりに
口座振替が開始されます。

　・ 今年の 6 月までに申込をした
場合（今年の第 1 期分から）

　・ 今年の 7 月～ 9 月に申込をし
た場合（今年の第 2 期分から）

　・ 今年の 10 月～来年 6 月に申
込をした場合（来年の第 1 期
分から）

5 新発田地域振興局県税部
平日▼午前 8 時 30 分～午後 5 時
☎２２－５１０６

私は、平成 17年 3月 30日に聖
籠町から新発田市に引っ越しまし
たが、6月に聖籠町から平成17年
度分町・県民税の納税通知書がき
ました。現在新発田市民なのにな
ぜ聖籠町に納税しなければならな
いのでしょうか。

町・県民税は 1 月 1 日現在の住
所地に納税することになっていま
す（地方税法 318 条）。
　したがって、あなたの 1 月 1 日
現在の住所は聖籠町にあったので
すから、平成 17 年度分は聖籠町
に納税することになります。

税金の質問にお答えします税金の質問にお答えします

平成17年度 国土調査（地籍調査）事業実施区域

［太線内］

検察審査員の選任方法

国民・有権者
（選挙人名簿搭載者）

選定

選定

選定※

予定者 800名

候補者 400名

検察審査員･補充員
1.4.7.10月各月末日
に5～6人ずつ選定

市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

検
察
審
査
会
事
務
局

※選定には裁判官、
　検察官､市町村職員が
　立ち会います。

ご存じですか

検察審査会
●犯罪の処分に
　　　　納得いかないとき
　犯罪の被害にあったのに、あるい

は犯罪を告訴、告発したのに犯人を

裁判にかけてくれないのは納得でき

ないなど、検察官の不起訴処分につ

いて不満をお持ちの方、詳しいこと

をお知りになりたい方は、検察審査

会にお問い合せ下さい。相談や審査

申し立てについての費用は一切無料

です。また、秘密は固く守られます。

●検察審査会とは
　検察審査会は、国の機関で主な仕

事として、検察官が犯人を裁判にか

けなかった『不起訴処分』のよしあ

しを審査する機関です。

　審査する検察審査員は衆議院議員

選挙の選挙権を有する国民の中から

『くじ』により選ばれます。

　１年間を４期間に分け、それぞれ

11人ずつの選ばれた検察審査員が代

表して審査しています。

5新潟地方裁判所新発田支部内
新発田検察審査会事務局

☎ 24 － 0121



国保は、病気やケガにそ
なえて加入者が日ごろか
ら収入に応じて保険税を
出し合い、そこか
ら医療費を支払う
相互扶助の制度
なのです。
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なぜ国民健康保険税を
　納めないと
　　いけないの？

　国保が負担する医療費の主な財源となっているのが、みなさんからの保険税です。医療費が増えると保

険税も値上げせざるを得なくなり、家計への負担も大きくなってしまいます。

●医療費が増える主な理由

　

人口構造の高齢化 高齢化社会となり、病気になりがちなお年寄りの人口が増えています。

医学、医療技術の進歩 医療の進歩、高度化により診療にかかる費用が増えています。

慢性疾患患者の増加 生活習慣病などの長期治療を必要とする慢性疾患患者が増えています。

お医者さんのかかり方 何度も病院を変えるなど、お医者さんのかかり方も原因のひとつです。

●増え続ける医療費
　医療費の増加が続いていて、１人当たりの医療費が増えてきています。

医療費は今後も増えていくことが予想されますが、私たちのちょっとした心がけでその上昇を止めること

もできるのです。

●医療費を大切にするポイント
①日常の健康管理に気をつけましょう。

　病気の早期発見につながり、慢性化を防ぎます。また、成人病の予防にもなります。

②かかりつけのお医者さんをもちましょう。

　安心して相談でき、細かな変化にも気づいてもらえる場合があります。

③重複していくつものお医者さんにかかるのはやめましょう。

　 同じ病気でいくつもの医療機関を受診すると、同じ種類の薬を倍に服用する場合もありますので、
治療を妨げるばかりか、副作用の危険性も考えられます。

④急病以外は、夜間・休日の受診はひかえましょう。

　休日や夜間の加算を請求され、より多くの支払をしなければならなくなります。

私たちができること私たちができること

～医療費を大切に～

1. のどが渇く・水をよく飲む
2.  尿の量が増え、回数も多く
なる

3.  よくおなかがすき、たくさ
ん食べる

糖 尿 病（3大症状）

肥 満 合  併  症

神 経 症

網 膜 症

人工透析
高 血 糖

高 尿 酸

高脂血症

高 血 圧

  糖 尿 病 予 防

100 日間無事故無違反達成でハワイ旅行や旅行券が当たる !100 日間無事故無違反達成でハワイ旅行や旅行券が当たる !

実施
期間 平成 17年 9月 23日 ( 金 )　 ▼  12月 31日 ( 土 )募集

期間 平成 17年 7月 1日 ( 金 )　 ▼  8月 31日 ( 水 )

vol40

無事故・無違反にチャレンジ !!無事故・無違反にチャレンジ !!無事故・無違反にチャレンジ !!
　安全運転・チャレンジ 100 実行委員会

では、県民の交通安全意識の高揚を図り、

交通事故を防止するため「交通安全・チャ

レンジ100」を実施します。

家族や職場、友達を誘って参
加してみませんか。

　

四
月
に
学
校
で
交
通
ル
ー

ル
を
学
ん
だ
小
学
生
に
再
度

安
全
な
歩
行
・
横
断
の
方
法
、

自
転
車
の
乗
り
方
を
学
ん
で

も
ら
お
う
と
各
集
落
の
保
護

者
が
自
主
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

各
集
落
の
公
会
堂
な
ど

で
、
町
の
交
通
指
導
員
に
よ

り
地
域
の
危
険
箇
所
を
確
認

し
た
り
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し

た
り
し
て
楽
し
く
交
通
ル
ー

ル
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

交通ルールとマナーを確認

蓮野小学校区の各集落で

PTA主催の交通安全教室
が行われています

蓮野小学校区の各集落で

PTA主催の交通安全教室
が行われています

蓮野小学校区の各集落で

PTA主催の交通安全教室
が行われています

交通安全に関することは

役場生活環境課 

☎２７－１９６２（直通）

 年
　 
区分 6月 1月～ 6月

発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成 17 年 9 0 13 55 0 80

平成 16 年 13 0 16 68 1 93

増　減 △ 4 0 △ 3 △ 13 △ 1 △ 13

町の交通事故発生状況

● 参加費は1チーム(5人)1000

円です。

● 申込用紙は県の総合庁舎、

警察署、交通安全協会、役

場生活環境課にあります。
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国民健康保険税　本算定のご案内国民健康保険税　本算定のご案内
　聖籠町国民健康保険税は全 8期となっており、仮算定分（１～ 3期分）は 5月に通知させていただきました。

（仮算定分：詳しくは広報５月一般号をご覧ください）。

　今回お送りする納付書は、残りの5期 (4～ 8期 )分となります。皆さんに申告していただいた16年中の所得と、

17 年度保険税率が決定したことにより、17 年度の国保税の額を計算することができるようになります。この今

回お送りする４期以降の通知を「本算定」とよびます。

一世帯当たりの保険税額が決まるまで
　今回お送りした本算定（第 4期～第 8期）の税額と 5月にお届けした仮算定の税額は必ずしも同じ額になると

は限りません。なぜ、そのようなことになるのでしょうか。

　では、その計算方法を下記の例をとおして見てみましょう！

 ●医療保険分
 次の４つの項目を組み合わせて一世帯ごとの保険税額が決められます。

　①所得割　…世帯の所得に応じて計算 【年収から必要経費・控除を引いた所得】×【７．５％】

　②資産割　…世帯の資産に応じて計算 【固定資産税（土地・家屋などにかかる税金）】×【１０．０％】

　③均等割　…加入者数に応じて計算 【２６，０００円】×【世帯の加入者数】

　④平等割　…一世帯にいくらと計算 【３２，０００円】

 ●介護保険分
 国保に加入している 40 歳以上 65 歳未満（介護保険の第 2号被保険者）の方が納めます。

　⑤所得割　…世帯の所得に応じて計算 【年収から必要経費・控除を引いた所得】×【１．０％】

　⑥均等割　…加入者数に応じて計算 【８，７００円】×【世帯の加入者数】

資産・収入状況 ①所得割額 ②資産割額 ③均等割額 ④平等割額

家 族 構 成

40 歳～ 64 歳（介護
保険の第 2 号被保険
者）は、医療分と介
護分を一括して国保
税として納めます。

医 

療

事業収入－必要経費＝所得額
給与収入－給与控除＝所得額
(所得額－基礎控除 33 万円 ) ×税率 7.5％

固定資産税額×
税率 10.0％

26,000 円×加入者
数

一世帯
32,000 円

介 

護
( 所得額－基礎控除 33 万円 ) ×

税率 1.0％

8,700 円
×第 2号被保険者数
（40 歳～ 64 歳）

おとうさん（55 才　自営）事業収入 400 万円
（400 万円－　　　　　
必要経費 250 万円　
＝所得 150 万円）

　　　　　　　　　※必 要経費は事業者ごと
に異なります。

医 

療
(150 万－ 33 万 ) × 7.5％

＝ 87,750 円
90,000 × 10.0％

＝ 9,000 円
26,000 円

32,000 円
（医療分）

介 

護
(150 万－ 33 万 ) × 1.0％

＝ 11,700 円
　8,700 円

おかあさん（42 才　パート）給与収入 115 万円
（115 万円－　　　　　

給与控除 65 万円　
＝所得 50 万円）

　　　　　　　　　※ 給与控除額は収入金額
によって異なります。

医 

療
(50 万－ 33 万 ) × 7.5％

＝ 12,750 円
固定資産なし 0円 26,000 円

介 

護
（50 万－ 33 万）× 1.0％

＝ 1,700 円
　8,700 円

こども（10 才　小学生）所得 0円 医 

療
0 円 固定資産なし 0円 26,000 円

介 

護
0 円

おばあちゃん（73 才　無職）年金収入 150 万円
（150 万円－　　　　　
年金控除 140 万円　

＝所得 10 万円）
　　　　　　　　　※ 年金控除額は収入金額及

び年齢により異なります。

医 

療
（10 万－ 33 万）× 7.5％

＝ 0円
固定資産なし 0円 26,000 円

介 

護
（10 万－ 33 万）× 1.0％

＝ 0円
第 1号被保険者
0円（65 歳以上）

医　療　分 100,500 円 9,000 円 104,000 円 32,000 円

介　護　分 13,400 円 ───── 17,400 円 ─────

合　　　計 ① 113,900 円 ② 9,000 円 ③ 121,400 円 ④ 32,000 円

算　出　税　額　　　① 113,900 円　＋　② 9,000 円　＋　③ 121,400 円　＋　④ 32,000 円　＝　276,300 円
　　　　　　　　　　平成 17 年度　国保税額　276,300 円（百円未満は切り捨てです）

じゃあ、さっそく届いた納税通知書の計算

がどうなっているのか、見てみようかな。

本算定の保険税を計算してみましょう

例）前年度の保険税が年間２４万円。今年度の保険税が２７６，３００円（前ページより）となった場合。

①仮算定…前年度の保険税２４万円の８分の３を３等分した金額が、仮算定の保険税となります。

②本算定…８月になると今年の保険税の年税額が確定します。
　年税額の確定後、残りの保険税を計算すると…

　「確定した保険税（年税額）」 － 「仮算定で確定した税額」 ＝ 「保険税（４期～８期）」

　となります。この例の場合仮算定で９万円（１期～３期）と算定されているので…

　　２７６，３００ － ９０，０００ ＝１８６，３００

　となるので、この１８６，３００円を残りの納期（５回）に振り分けます。

　　すると、第４期が端数を含めた３８，３００円。

　　第５期から第８期はそれぞれ３７，０００円を納めていただくことになります。

（納税通知書３ページ目をご覧ください）

　このように計算した年間国保税額のうち、仮算定で納めていただいた最初の３期分を差し引いて、

残りの分を今回お送りした５期に振り分けてあります。

　今後、世帯の加入状況や国保加入者の所得に変化がなければ、この５期で１年間（平成１７年４月

もしくは加入した月～平成１８年３月）の保険税は納め終わることになります。

　また、今後は世帯の加入状況に変更があれば、届出いただいた翌月に、計算しなおした保険税をお

送りすることになります。

特別な事情により保険税の納付が困難な場合には、申請により分割納付などもできます

ので、滞納のままにせず、担当窓口にてご相談ください。

第１期 第２期 第３期

30,000円 30,000円 30,000円

30,000円 30,000円 30,000円 38,300円 37,000円 37,000円 37,000円 37,000円

第４期 第５期 第６期 第７期 第８期

■お問い合わせ　役場町民課　２７－２１１１（内線１１６・１１７）　２７－１９５２（直通）

つまり･･･仮算定と
今回の本算定を足
すと、１年間分の
保険税になるのね。

第１期 第２期 第３期

30,000円 30,000円 30,000円

30,000円 30,000円 30,000円 38,300円 37,000円 37,000円 37,000円 37,000円

第４期 第５期 第６期 第７期 第８期

国民健康保険・第二号被保険者課税根拠

区　　　分

区　　　分

区　　　分

国保全体文

課税のもととなる額 税　率

所　得　割　額

均　等　割　額

人　  員

⑧ 限 度 額 を

超　え　る　額

⑨ 算 定 年 税 額

⑤－(⑥＋⑦＋⑧)

⑪ 確 定 年 税 額

⑨±⑩

差 引 納 付 額

⑪－⑫
⑩月 割 増 減 額

③　税　額

26000 32000

8700

１人当り税率

④平等割額

区分 ⑥均等割額

⑫既に賦課済額

⑦平等割額

低 所 得 軽 減 額⑤ 算 出 税 額 計

①＋②＋③＋④

資　産　割　額

①税額 課税のもととなる額 税　率 ①税額
円

円人 円 円 円 円

円円円円円円

円

円 円円％ ％

７．５

１．０

１０．０

国保全体文

国保全体文

区　寮　分

介　護　分

介　護　分

介　護　分

区　寮　分

区　寮　分

62

43

51
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　平成１７年度の住民税（平成１６年１月１日から平成１６年１２月３１日までの所得）が確定したことに伴い、

平成１７年度介護保険料が確定します。介護保険料第１期～第３期（５月～７月）までの仮徴収期間で納められ

た金額を年間保険料額から差し引いた金額を第４期（８月～）から納めていただきます。安心した老後を送るた

めに、そして介護を必要としている人に、充実したサービスを提供するためにも、今後も保険料の納付にご理解

とご協力をお願いします。

※ 対象は 65 歳以上の方です。40 歳から 64 歳までの方は、健康保険税（料）と一緒に
納付されています。

◆平成１７年度の年間保険料及び階層内訳

　

段　　階 対　　象　　者 平成 17 年度の介護保険料額

第 1段階
生活保護の受給者、老齢福祉年金の受給者で住民税世帯非課税
の方 ２１，６００円

第 2段階 世帯全員が住民税非課税の方 ３２，４００円

第 3段階 本人が住民税非課税で、世帯内に住民税課税者がいる方 ４３，２００円

第 4段階 本人が住民税課税者で、前年の合計所得が２００万円未満の方 ５４，０００円

第 5段階 本人が住民税課税者で、前年の合計所得が２００万円以上の方 ６４，８００円
　※ 年度途中で６５歳になられた方、転入されて来た方は、上記の金額と異なります。（月割した保険料になります。）

●普通徴収（納付書や口座振替で納める）の方の納期と納付額

　

期 第 1期 第 2期 第 3期 第 4期 第 5期 第 6期 第 7期 第 8期 年　　間

納付月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 保険料額

第 1段階 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 21,600 円

第 2段階 4,000 4,000 4,000 4,400 4,000 4,000 4,000 4,000 32,400 円

第 3段階 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 43,200 円

第 4段階 6,700 6,700 6,700 7,100 6,700 6,700 6,700 6,700 54,000 円

第 5段階 8,100 8,100 8,100 8,100 8,100 8,100 8,100 8,100 64,800 円

●特別徴収（年金から天引き）の方の納期と納付額

　

期 第 1期 第 2期 第 3期 第４期 第 5期 第 6期 年　　間

納付月 4月 6月 8月 10 月 12 月 2 月 保険料額

第 1段階 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600 21,600 円

第 2段階 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 32,400 円

第 3段階 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 43,200 円

第 4段階 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 54,000 円

第 5段階 10,800 10,800 10,800 10,800 10,800 10,800 64,800 円

今年は各納期の保険料の不均一を解消するため金額を平準化しています。

年間保険料額に変更はありません。

※ 新規資格取得者や年度途中に世帯員の異動により段階が変更された方などは、上記の普通徴収・特別徴収の期割額

とは異なります。

８月中旬に次の通知書及び納付書等を送付いたします

◇普通徴収◇　→ 平成１７年度　介護保険料　納付通知書　
 　　　　　　　　　＋
 平成１７年度　介護保険料　納付書兼領収証書
 ※（口座振替を申し込まれていない方用です）

平成17年度　介護保険料　納付通知書

様

金融機関

口座番号

口座名義人等

4

5

6

期 納期 納付額

7

8

随

期 納期 納付額

随

随

随

期 納期 納付額

平成17年度　介護保険料　特別徴収開始通知書

様

平成17年度　　本徴収額

平成17年10月 円

円

円

円

平成17年12月

平成18年 2月

合　計

平成18年度　　仮徴収額

平成18年 4月 円

円

円

円

平成18年 6月

平成18年 8月

合　計

●普通徴収対象者にはこの通知書＋納付書が送られてきます

口座振替を申し込まれている方はこの

欄に振替口座が記入されてきます。

※ 普通徴収対象者は同封されている納付書も

しくは口座振替にて納めていただきます。

◇特別徴収◇　→　平成１７年度　介護保険料　特別徴収開始通知書

平成17年度　介護保険料　納付通知書

様

金融機関

口座番号

口座名義人等

4

5

6

期 納期 納付額

7

8

随

期 納期 納付額

随

随

随

期 納期 納付額

平成17年度　介護保険料　特別徴収開始通知書

様

平成17年度　　本徴収額

平成17年10月 円

円

円

円

平成17年12月

平成18年 2月

合　計

平成18年度　　仮徴収額

平成18年 4月 円

円

円

円

平成18年 6月

平成18年 8月

合　計

●特別徴収対象者にはこの通知書が送られてきます

来年度の仮徴収額も合わせてお知らせしてい

ます。前年度の２月の額と同じ額となります。

※ この通知書は年金天引きのお知らせとな

ります。

以上のいずれかの通知書もしくは、両方の通知書が送付されます。両方の通知書が

届いた方は、年度途中から特別徴収（年金天引）の対象となる方です。特別徴収開

始通知書が届かない方は普通徴収になりますので、同封の納付書もしくは口座振替

での納付になります。

■お問い合わせ　役場町民課　介護保険係まで
☎２７－２１１１（内線１１６・１１７）

平成１７年度の
介護保険料がきまりました！
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児
童
扶
養
手
当
と
は

　

離
婚
や
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
、
父

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

に
対
し
て
、
手
当
を
支
給
す
る
制
度

で
す
。
そ
の
目
的
は
母
子
家
庭
な
ど

の
生
活
の
安
定
を
図
り
自
立
を
促
進

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

■
支
給
の
対
象

　

十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る

児
童
（
障
害
児
に
つ
い
て
は
二
十
歳

未
満
）
で
次
に
あ
げ
る
よ
う
な
児
童

を
養
育
し
て
い
る
母
親
ま
た
は
、
母

親
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
要
件

（
次
の
よ
う
な
児
童
が
対
象
）

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
が
死
亡
し
た
児
童

・ 

父
が
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

児
童
で
、
公
的
年
金
の
加
算
対
象

に
な
っ
て
い
な
い
児
童

・
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

・ 

父
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

・ 

父
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

児
童

・ 

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

た
児
童

・ 

棄
児
な
ど
出
生
の
事
情
が
明
ら
か

で
な
い
児
童

※ 

た
だ
し
、
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し

て
か
ら
五
年
を
経
過
し
て
も
請
求
し
な

い
時
は
、
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
手
当
の
支
給

　

手
当
は
、
認
定
請
求
を
し
た
月
の

翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給

日
は
四
月
、
八
月
、
十
二
月
の
各

十
一
日
と
な
り
ま
す
。
手
当
の
額
は

扶
養
す
る
児
童
の
人
数
に
よ
り
支
給

さ
れ
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
を
有
す

る
20
歳
未
満
の
児
童
に
つ
い
て
、
児

童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
手
当
を
支
給
す
る
制
度
で

す
。

■
支
給
の
対
象

　

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
精
神

ま
た
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る
児
童

を
養
育
し
て
い
る
父
か
母
、
ま
た
は

父
母
に
か
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
要
件

　

医
師
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。
な

お
、
療
育
手
帳
（
Ａ
判
定
）
を
所
有

し
て
い
る
児
童
は
、
診
断
書
を
省
略

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
手
当
�
支
給

　

手
当
は
、
認
定
請
求
し
た
月
の
翌

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
日

は
四
月
、
八
月
、
十
一
月
の
各
十
一

日
と
な
り
ま
す
。
手
当
の
額
は
障
害

の
程
度
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

所
得
制
限
に
よ
り
支
給
停
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

町
で
は
、
重
度
心
身
障
害
者
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
方
に
医
療
費
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３

　

療
育
手
帳
Ａ
の
所
持
者

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

　

 　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児

童
と
、児
童
の
父
か
母
又
は
養
育
者

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・ 

父
又
は
母
が
一
定
の
障
害
の
状
態

に
あ
る
児
童

・ 

父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

い
児
童

・ 

父
又
は
母
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る
児
童

・ 

父
又
は
母
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
児
童

・ 

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

た
児
童

※ 

児
童
と
は
、
十
八
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
あ
る
者
（
障
害
児
に
つ

い
て
は
20
歳
未
満
）を
い
い
ま
す
。

● 

対
象
者
は
医
療
機
関
の
窓
口
で
、
一

部
負
担
金
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

あ
と
は
町
が
助
成
し
ま
す
。

〔
一
部
負
担
金
の
額
〕

・
外
来　

１
回　

５
３
０
円
（
同
じ

医
療
機
関
で
１
か
月
４
回
ま
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い
）

・
入
院　

１
日
１
、２
０
０
円

● 

重
度
心
身
障
害
者
、
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

● 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

忘れずに現況届を
　平成 17 年 8 月 1 日現在、「児童

扶養手当」又は「特別児童扶養手

当」の認定を受けている人は、8

月中に現況届を提出しなければな

りません。この届は、前年の所得

状況と対象児童の監護状況を確認

するための大切な届です。この届

を提出しないと８月以降分の手当

の支給が受けられなくなりますの

で、忘れずに提出してください。

　なお、対象者には 8 月中旬に町

からご連絡します。

※ ただし、平成 17 年 7 月 31 日以前に

資格喪失となる者及び、平成 17 年 7

月 1 日以降に認定請求をした者は届

出の必要はありません。

5 保健福祉課　☎２７－６５１１

重
度
心
身
障
害
者

　
　
　
　
　
　
　

 

医
療
費
助
成
と
は

ひ
と
り
親
家
庭
等

　国民年金には、保険料を免除する制度があります！
　国民年金には、経済的な理由等で保険料を納めることが困難な場合には、申請により保険料の納付が免

除される制度があります。

（注） 半額免除された期間について、残りの半額の保険料が納められていない場合は、その期間が保険料

未納期間となり、障害や死亡といった不慮の事態が生じた場合に、年金を受け取ることができなく

なる場合がありますので、ご注意ください。

　「保険料が高くて納付できない」そんな20歳代の方へ！
　平成１７年４月から、他の年齢層に比べて所得が少ない若年層（２０歳代）の方が、将来、年金を受け

取ることができなくなることを防止するため、保険料の納付が猶予される制度（若年者納付猶予制度）が

始まりました。

　同居している世帯主の所得にかかわらず、本人及び配偶者の所得要件により保険料の納付を猶予する制

度です。

免除・納付猶予・学生納付特例の申請手続きは、最寄りの役場国民年金窓口へ

　　追納しましょう！
　免除・納付猶予・学生納付特例の承認を受けた期間の保険料は、１０年以内であればさかのぼって納め

ることができます（追納といいます）。追納することによって、将来受け取る年金額を満額に近づけるこ

とができます。

　ただし、３年目以降、追納する場合は当時の保険料に加算額がつきますのでお早めの「追納」をおすす

めします。

 皆様の大切な年金のご相談にお答えします
　年金相談の際には、下記の「年金電話相談センター」をお気軽にご利用ください。

　　新発田社会保険事務所　☎０２５４－２０－１１６５

　　※相談時間　月曜から金曜午前８時３０分から午後５時

　　　土、日、祝日及び年末年始（12 月 29 日から１月３日）はお休みです。

　　　お問い合わせ先：聖籠町役場町民課　国民年金係　☎２７－２１１１（内線１１１）

＊免除の申請は毎年必要です
　 　保険料の免除を受けるためには、一般の免除申請は毎年７月、学生納付特例申請は毎年４月

に手続きが必要です。

　申請手続きに必要なもの

　　・年金手帳　　・印鑑　　・学生納付特例申請の場合、学生証の写し又は在学証明書

　　・失業を理由とする場合、雇用保険受給者証の写し又は雇用保険被保険者離職票の写し

保険料の全額（１３，５８０円）が免除

全額免除された期間は、保険料を全額納付し

たときに比べ、年金額が１／３として計算さ

れます。

全　額　免　除

保険料の半額（６，７９０円）が免除され、残

りの半額を納付（注）

半額免除された期間は、保険料を全額納付し

たときに比べ、年金額が２／３として計算さ

れます。

半　額　免　除



● このコーナーでは、町民の皆さんの思い出 ( 自慢 ) の写真・絵画などの作品・（ほのぼのと

した作品大歓迎です。）をご紹介します。子どもからお年寄りまで、どなたでもOKです。

掲載を希望される方は、気軽に広報担当までご連絡ください。問い合わせは、役場総務課

町民ふれあい係 ☎ 27-2111 内線 226 まで。
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広報せいろうは ､資源保護のため古紙配合率 70％の再生紙と環境にやさしい大豆インキを使用しています。
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石
田
貴
美
子
さ
ん 

（
蓮
潟
新
田
）

　

蓮
潟
新
田
に
お
住
ま
い
の
石
田

貴
美
子
さ
ん
は
、
聖
籠
中
学
校
地

域
交
流
棟
を
管
理
す
る
「
ど
ん
ぐ

り
隊
」
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　

生
徒
在
校
時
は
、
町
民
が
い
つ

で
も
自
由
に
出
入
り
で
き
る
地
域

交
流
棟
で
、
四
人
の
聖
中
生
と
毎

回
楽
し
く
交
流
し
な
が
ら
、
ビ
ー

ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
サ
ー
ク
ル
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ビ
ー
ズ
を

本
格
的
に
始
め
た
の
は
、
下
の
お

子
さ
ん
が
幼
稚
園
に
入
園
し
て
か

ら
だ
そ
う
で
す
。

　

本
を
参
考
に
し
て
独
学
で
ビ
ー

ズ
を
勉
強
し
て
一
年
余
り
、
す
っ

か
り
夢
中
に
な
り
、
家
事
の
合
間

を
縫
っ
て
こ
つ
こ
つ
と
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。
今

で
は
、
お
友
達
な
ど
に
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
作
っ
て
あ
げ
て
は
大
変
喜

ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

作
品
を
た
く
さ
ん
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
、

ペ
ン
ダ
ン
ト
、
指
輪
、
携
帯
ス
ト

ラ
ッ
プ
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
ア
レ

ン
ジ
を
き
か
せ
て
制
作
さ
れ
て
い

ま
す
。中
で
も
目
を
引
い
た
の
は
、

旦
那
様
用
の
男
も
の
の
携
帯
ス
ト

ラ
ッ
プ
。
石
田
さ
ん
の
セ
ン
ス
が

光
る
素
敵
な
作
品
で
す
。

　

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ビ
ー
ズ

を
選
ん
で
買
い
物
し
て
い
る
時
が

一
番
楽
し
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
石

田
さ
ん
。
い
つ
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
作
品
を
販
売
し
て
み
た
い
そ

う
で
す
。

　

ま
た
、地
域
交
流
棟
で
は
他
に
、

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
の
サ
ー
ク
ル
活

動
も
月
二
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
、
ど
な
た
で
も
大

歓
迎
だ
そ
う
で
す
。
小
さ
い
お
子

さ
ん
連
れ
で
も
O
K
で
す
。（
お

も
ち
ゃ
や
絵
本
も
あ
り
ま
す
。）

ぜ
ひ
一
度
遊
び
に
行
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
当
番
の
ス
タ
ッ
フ
が
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

※ 

ど
ん
ぐ
り
隊
…
せ
い
ろ
う
共
有
ひ
ろ

ば
み
ら
い
の
た
ね
組
織
の
地
域
交
流

棟
等
を
管
理
す
る
人
た
ち


